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直流(交流）証廼槻及電動樋

電動發諺幾、發電動援

軸流型及多翼型電動送風復

電動サイレン．電動排氣槻､配電盛及起動器．扇風織、各種篝造晶

旧小穴‘製作．所旧川．北電気製作所q

⑤
東京エ場(圏葉所）東京都墨田国寺島町三ノ三九

電話城東（78)．2156.～8
．

大阪市城東画今鵡北一ノー八
電話城東（33ノ4231～4－
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昭和26年3月15日竣工

長134.00m 幅

総噸数6;450T速力

丸・（大阪商船）

中日本重工刺1戸造船所建造
18.80m 深u.80m

]AL.5Kn 穣関(ヂーゼル)5,600HP･
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富 士春．．丸（新日本汽船）

昭和25年12月竣工 西日本重工長崎遊船所建造

132.00millj18.00m深如.00m

6,800T速力14.5Kn 機関〔ヂーゼル)5,000HP
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山．彦、丸（山下近海汽船）昭和26年2月竣工日立造船因島造船所処迭
長128.00m幅17.50m深16.･00m総噸数6,350T:速力14.9Kn機関(タービン)4,400HP
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昭和26年3月竣工日立造船桜島造船ﾉﾘ鯉逃月光．丸（三光汽船）
1
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1 "12800m幅17.50m深10.50m総噸数6,650T速力14,5K通機関(タービン)4,500HP
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16.20m深9.60m
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一・一＝震震て＝雲:あらびや丸（日本油櫓船)震詠萱一・号

昭和26年2月竣工3，日立造船因島避船所建造．
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長ツ諒r.165.00m

総噸数1.3,628T
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21.50m

15Kn

深8.0Pm

機関(Z'一ピン)8,000HP
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ﾖ用冷凍機
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蒲 凍樵
1馬力～30馬力各種

･ヘヅ脾･〃レーン
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s/s@$YAMASHITAMARU''
．〃 built

？‐‘首t･theUragaShipbuildingYard'
Deliyery:31stJgnuary,1951.

HullPartiCulars:-._ MachiheryParticularS:- 一

I
MainenginegでType息3Islander・

ClaSs:RA1@AMS&EAC.
NS*&MNS.

M

1.engthp.p..･･･……・…128.00
Breadthmld.････････・・･･17．80

Depthmld.tOuPperdecklO.00
Dr㎡tloaded.:....・・・・・・・7.95

Grosstonnage.．＃・・・・・･･･．、6,250T.
Deadweighf……・…。･9,350T.
.Speedontrialtrip．・・・．･16．Kts.

1-Doublereductiongeared
allimpulse.Turbine.

4,000S.H..P.atlO5R.P.M.

2-180K.V.A、225V.60-

1-75K.V.A.60oo

2一Water-tubetype
1-No､3cylindricaltype

１
１

Normal:

Generators？．．

理

Boilers

●

EleCtricEquipments:.

onservice........13%Krts.
M.irelesstransmitters｡･...、1-1KW.S.

Crujsingrange･…･･･…･･12,000S｡M.
1-500W.M

CargoGapacityiniJale.…13,046M3.,-<
1-150dWM&S.

ingrain..14,167M3、
1-50W.M、

Cargogears？derricks．．．・2－.10T8･.5T
steamwinches･･10－5TNauticalinStallation:.･,.1-Gyro.compass.

WindlassPsteamdriveri･･1-16.5T'･.-]-Echosounder．・
Mooringwmch:…・…．．、,1-5T1-Directionfinder
Steeringgear:･･……･…J-HeleshaWtype、1-Radar.

｜

’

;hingapparatuS=ofl'ux.RichFsystem.'
thermo.tahksystemfor.accOmmOdatiOn

Firedetectingandextir
Ventilationandheating

extinguishingロ

of
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上
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高 温度寒暖計

低温度寒暖計
隔測温度計

東京計量器本誌
東京都新宿鰹角醤2ノ60

烹霧灘職瀞屈票デー
振替口座東京196135番
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ヂーゼル用温度計
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天城山丸．‐（三井船舶）昭和26年2月竣工三井造船玉贋製作ﾉﾘi建造

長128.00gn幅18.00m深11.001n総噸数7.000T速力14.9Kn機関(ヂーゼル)4.050Hg
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昭和25年10月竣工三井遥船玉野製作所

総噸数'5,600T速力13.5Kn機関(グーピン)2,600HP
明光丸く明治海運）
長121.00m幅16.80深9..40jn

殉

ヤ、ブレス油瀞事幟
C

ン
Purifier-ClarifierEqUipment

|雫舞■
油使用船／

イラー油清淨には20年の經験

米國ｼｬーﾚｽｺーポﾚー卿塁代鯉歪巴工業K｡K

戸

△

東京都品川区北品川4丁目535番地

電話（鉛）46，79．1372

本赴東京都中央区銀座'丁自6番地(皆川ピル）工場

′電話京橘（56）代表8681～8685
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|，玻 璃丸（琵琶湖汽船）
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昭和26年3月24日竣工

日立遥船桜島工場建造

長（垂線間)53.00m幅8.50m

深2.2091総噸数600T速力型.5Kn
機関（ヂ毎ゼル)475B.HP.2台
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油 槽船松島丸（日本水産）

日立造船桜島工場建造昭和26年2月28日進水

賑級間長165.00m1W21.50m深120b.,_総噸数12,000T
速力14.9Kn機関（ヂーゼル)7,700HP.
q三一へ､空～～一～～へ”シーザーU－デーーーの～~一一一七戸一己グシー、

－一ヘヘーーー~亀

JAG、GANGA(印度）昭和26年2月28日進水
長（諏絲間)68COm幅12.20m"6.10m総噸数1,500T
速力10.5Kn機関（ヂーゼル)].000BHP
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航 洋ヨットの紹介
少

渡邊修治

ノ
面LECTRA

(1)ELECTRA(所有者R･クライツアー氏）

全長'＝44沢1吋／水線長=30!R･
巾＝11沢最大吃水＝6沢

排水量＝約11噸．帆面穣＝約|1000平方沢

補助推適識豆alletDiese1l7軸馬力。，基
本艇はOceanRacerと云われるもので帆装はミズン

マストの位置と全帆面猿に対するミズンセール面穣の割

合によってヨール(yawl)と呼ばれる。OceanRacing

は古くは有名なTeaClipperや漂洲からの羊毛船の競

争に端を発し，現代の米英のアマチュアヨツトメンが愛
艇をかつて，危険な遼洋を昼夜を分たずSeamanship

の限りを議して競争するもので,艇の所有者にと.つては
勿論,設計者,建造所にとっても興味深々たるものであ
る。米英にI菱有名なOff-shoreRaceとして600浬以上

１
１

6

のBermudaRace,HonoluruRace｡

FaStnetRace等がある。昔からRace

の委員達が頭を悩したのは各種，各寸

度の参加艇に対し如何にして公平な

TimeAII-owanceを与えるかと云う

ことで之に対しCruisingC1ubof｣Ame

rica"RoyaOceanRacingClub等が

RatingRuleを定め，船体の寸法，バ

ラスト排水量比,帆装，帆面積等の艇の

速力の重要なFactorによってTirne

AIlowanceの基礎となるRatingを算

出している。何しろ長時間に渡り糞あ逹
洋を，航海するのであるから単に寸法の

割に速力や切上りが優透と云うだけでな

く,Seaworthiness,簡単で効率の良い

帆装，居住性，等円満な設計に加えて，

最良の工作が要求され，之に乗員の体力
，気力技侭がﾏ‘ツチして始めて勝利を占

めるごと氷出来るのである。本艇は来る
6月上旬に行われるHonolufuRaceに

参加する由でその活躍が期待される。

艇の一般配置は別図で判断していただ

いて構造を簡単に述べる。艇体は木造で

釘，ボルト，タイプレー1､，マス1.の補

獅等にはEVerdurを用い,磯関台を始‘

め主要な金物は釧けロンス鋤であ
る。バラストキールは錨で，約4噸。木

材チーク，桧以外は全部ヒリツピン産で

主なメンバーの寸法及材料名は

キール厚さ5ケダンガン
フレームユツ4"×1ﾜ8〃イポール〔蒸し

曲げ〕
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F1ﾖ板，外板厚さ1'/S〃チーク．
橋，円材尾州櫓

（2）渡烏（所右者G・フオルスター氏〕
．粂長＝49沢4吋水線長＝39沢
巾＝’4沢2吋最大吃水＝6沢6吋
排水量=約2'噸帆面預=約'40岼方沢
補助嬢関GreyDiesel71-2型,55軸馬力1基
ヨツトメンを大別するとRacing党とCruising党に
分れるが，その持船を見れば如何なる党派に属するかが
判る。Cruising党には世界周航の夢がある。昔から多
くのヨツトマンが小艇に身を托して世界周航や大洋織断
を企てたが，成功したものはいずれも乗員の体力，精祁|’
力，航海者としての完全な技術と，目的に適した設計で
堅牢，水密に建造された優透な艇が必要であった。本艇
も菰かかる目的の為に建造されたものであるが,従来の
世界一周艇と蓮っているのはj,単独周航には珍らしい多
数の乗員で行われる様計画されたことと，艇内の電化，
近代的な航海器具等むしろぜい派な設備を有することで
ある。艇体は優透な南方材とブ古ンズの固着釘で極めて
堅牢に作られ，水線下は南海の虫害を識想して銅板で被

日
■
１
０
Ⅱ
可

WATARIDORI.

い，甲板上も完全な水密構造となっている。木艇の帆装
ケツチCKetchRig)は世界周航用には最も良いと信ぜ
られているもので，図面の帆の他に南海の微風を捉える
為，主橋と後措間に張られる大きなFishermanやPa-

ssageSail,荒天

爪のStormSail

を持っている。
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（ギホー）

フレーム2v×4〃
F.S=14"

（アピi､ン〕、

外板厚さ1恥〃
（赤ラワン）

甲板厚さ11/里〃
（チーク）
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アメリカの戦後最大の豪華客船Independence号

船主AmericanExportLines QuincyMassD.Eeth.SteEI造船所Quincy'MassD､Eeth,Steel
竣工月日Dec.1950長208.00m

．総噸数26,000T速力25.0Kn

永船は,950年3月進水,同年'2月竣工したアメリカ最新最大の客船で，
着エ来来16ケ月を要し，数千人の従業員が工事にか、り，一時は3,600

人にも達したことがある。建造費は約2,500万邦。写真に示す様に船体
3

は宣大なブロック毎に建造され，クレーンで移動して結合されていて，

全長170マイルに及ぶ各種電線電綴類が船内にはりめぐらされ,救命ボー

二『凹

周又 計 中

幅27.10m

機関（タービン）
一ゴー－一一一

55.,000HP

一

145噸の船首部ブロック
A
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〆

Independence の船首部ブロック建造

（葬噛辮撫‘醜蕊発露羅鐵霧80ﾄﾝ,高さ誕沸,幅24IR,奥行割0帳で）
、

ﾄは'0隻で一般の大洋椣断の客船の約3倍の收溶力を有れている。本船も同様軍用に供せられうる様に出来てい
している。船内設肺も豪華船の名に恥ぢない立派なものて簡単な改造で5,000人の職選が出来る｡水防区劃は,4箇

で,船客約'’000人,乗組員578人を收容する｡各船客はあり，全長に亙る二重底と共た数発噸雷攻撃にも沈ま
凡て室気調節装澄によって居住は快適に出来ている。試ない獄計画されている｡2箇所に分けられたEngineand

迦伝時の速力は26節以上である。ノFireroomは一方が損傷しても他方で推進出来る様にな
本船には巨大な2つの蒸発器があり，1日24万ガロン、っている。複雑な自動式火災発見装置と防火装置が殼備
の清水を供給出来る。煙突から露天甲板に吐き出されるされており，船体の凡ての材料はFireproof叉はFire
煤煙をなくするための方法が数ケ月の研究の結果実施さresistantである。

救命浮器｡救命浮環｡救命胴衣
船舶用繊維製品-一式

噂日表
船

會蹴
や ■

本赦假事務所

谷村エ場

東京エ場

取締役社長淺田正

東京都文京区駒込西片町10番地イの23号

山梨県南者陶郡谷村町下谷500番地

東京都江東区大島町6の750番地

電話小石川(85)1606番
参

電話谷村357番

電話深川(64）07勤番

…一・一一垂__之--．‐宅＝宝.‐‐二一一△－．－．-二.-------.--..-．-.-｡..一旦一△坐←兇ﾑ凸型△L=一▲△ﾕ&も塾ユーーニニ‐--..÷___里_畠._－．._』－－－－－－－－－－－－－－，－．．．－．．－．
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外國新造船Berganger
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少

WestfalLarsenCo.

･KockumMek・Verkstads

137.00m 幅

11.90m 総噸数
18.0Kn 様関（ヂーゼル）

』

船主

造船所

長

深

速力

18.60m

5,766T

8.000HP
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管溶接、接･手.図解

＝

’
年

’
SQUAREBUTTJOINT,SADDLFWELDED

J工L」
ー 守

ノ

塾・許客圧力501b/平方吋以下

2．許容温度1000C以下，

ご3‘．海水用には不可

一

〆、‐一

〃〃〃笏然議、N細ﾐﾐ刺

､L ●

－

旬

一や一~ー－－ －－－

WELDED
－－

SLIP-ONSLEEVEBUTTJOINT,FILIET
グ

1．．内径2〃澆耗ゅろ亀のに対しては許容ノr陶泌γ‘
|IHIWmWN

内径2"を超ゆるものに対しては許容圧力501b/-gis

方吋以下内径2",以下のものに対･しては圧力の制，
限なし．’

内径2〃を超ゆるものに対しては許容淵度100.C以
下内径2〃以下のものに対じては淵度の制限なし
海水用には不可

一-－－－－－－－－－L－一-－－－

1

||||I＝

剛 一

フ2、_
I

一

くう
0

ー

1

1

1

』

V-BUTTJOmT

許容圧力1501b/平方吋以下

許容温度100･C以下

海水州には不可

１
２
３ 、

6一

濫
V-BUTTJOINT,WELDEDONPLAIN芋會狗〃

Z_[竺考。 TYPEBACKINGRING
一一一一■一

0

印

内径31/診〃以上のもののみに邇川

圧力，温度の制限なし

海水別をも含め使用制限なし

●
●
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１
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〆

、
〃

糸剛
?

牝〃

'
－ －－－－

VBUTTJOmT,WELDEDONFLARED
ノ

TYPEBACKINGRING

1．圧力，温度の制限なし
｡

2．海水用をも含め，使用制限なし

タ

SQUAREBUTTJOINT,WELDEDBOTHSIDES
〆

、内径2〃以上のもののみに適用す

:職蕊駕蟄職擶嘘し
、‘｡L''の寸法はTablelの通りとするo

:鰯鑪鍵維挙菫嘉愚挙底部のChipping
を行うこ･と

に仕上げること‘
，内径3〃以下の場合は）必ず内部の補張盛を平ら
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管 溶_接接手圖解
一画一一一一

I
■■IB－－■■－－－一■□一一－一一P毎句吟一■＝■4■■巳■'一一■－－1－■■＝■■■■一'一一■11■■

"V-BUTTJOINT,WEIWELDEDBOTHSIDESI 一

－1．内径2"以上のもののみに適用する
2．圧力，温度の制限なし．
3．海水川をも含め使用制限なし．
4．『@,L''の寸法はTable.1の通りとする

、
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
１
Ⅱ
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
０

内部の熔接を先に施工すること
外部の熔接を施工する前に必ず底部の
Chippingを行うこと・
内径3〃以下の場合は，必ず内部の補
躯盛を平らに仕上げること，

●
■

５
６

7

DOUBLEV-BUTTJOINT,
ロ

喧窒 礎~老″ WELDEDBOTHSIDES

内径2〃以上のもののみに適別する

圧力，温度の制限なし
海水を含め使用制限なし
･(L''の寸法はTablelに依ること
内部の熔接を先に施工すること
外部の熔接を施工する前に必ず底部の′
ChiPpingを行うこと
内径3〃以下の場合は，必ず内部の補腿
盛を平らに仕fげること

１
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６
，
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〃/,ｨ/〃グン ノ
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VBUTTJOINT,WELDEDON
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，
妃州
一

￥
準
一

REMOVABLEBACKINGRING

）戸

’I 圧力,･温度の制限なし・

海水川をも含め使llj制限なし
内径2〃以下のものに対しては4@L''の

寸法は以6〃下なるごと

BackingRingはPipeの内面に密着

するよう機械仕上げを要する

１
２
３

一
一

一
、
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ｌ
Ｌ
畑〃

I
一
一
一
Ｐ

、

彦 4

atcyb啄局ｼゲ
L

SOCKETFITJFTWFwDFD

1．内径2〃以下のものに対しては圧力及び温‘キ

ゲ度の制約なし
2．海水川としては不可

q■

、

i.-

FnLETWELDFDSLIP-ONFLANGE

一一_ﾜー－－－－－

許容圧力1501b/平方吋以下

許容温度340oC以下

海水j･ljとしては不可,但し非鉄金属のPipe

は使用制限なし
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管 溶接接手圖解
I

FILLET&BEVEL･WELDEDSLIPLONFLANGE
"2We､

一一

隆/｝ 許” 許容圧力1501b/平方吋以T

許容温度340oC以下

海水川を含め使"j制限なし

<'D''寸法はTable2依る

①
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１
２
３
４
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ざ､3こと
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I

SQ.BUTT,FILLETWELDED,BRANCH

OUTLETCONNECTION

上
丁
下

許容圧力501b/-'l皇方IIj･以下

許容温度1000C以下

海水用には不可

。
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１
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つ

－

BEVEL-FILIETREINFORCED,
一

BRANCHOUTLETCONNECTION

許容圧力､1501b/平方吋以下

許容温度100･C以下

海水用には不可 I
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BEVEしN正PIEOUTLETCONNECTION,

’
WELDEDBOTHSIDES

内径2〃以上のものに適用する

圧力，温度の制限なし

海水を含め使用制限なし
内部の燃接を先に施工すること

外部の嫁倭を施工する前に,必余底部のChipping
を行うこと

Branchの長さ((L''の寸法はTable3に依る

内径3〃以内の場合は，必ず内部の補弧盛を平ら
に仕上ぐること
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管 溶接接手圖解．
■I■一■■ロー■‐‐凸■IDﾛ■■炉一■

１
１

BEVEL-NIPPLEOUTLETCONNECTION,

WELDEDTOBACKINGRING

圧力，温度制限なし

海水川をも含め使川制限なし

f@L''の寸法はTable3に依る。但し・内径2〃以

下のものは‐6M以下たること、

BackingRmgはPipeの内面に梧着するよ.うに
機械仕上げを要する
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TABLE.2.

"D';の寸法

fEABLE1.

一方の管口から接手までの距離@@L''の寸法
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’･TABLE3

BRANCHの長の寸法
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其の他船舶用､電氣機器
船舶用直流發.電機
船舶用交流蕊電機
同用制御配電盤
電動揚資機
揚錨機、繋一船機
船舶用直流及交流電動機
並に制御装置

ー

来京・大阪・宇部。名浩屋

嗣岡・門司・札‘幌・仙台
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一ニュース解説－

、

ンの新造応募者をつのったのですが

本月の3日をもって締切ったところ

応募総量は5獲約35万総ﾄﾝの多量
になったのです。そこで迩蟻省でほ

船主，造船業者の両方を招いて聴問
会を開き，恢重に審査を行ったので
すが，その結果適格と決定した船主
と造搬所とは別掲の通りです（55頁
参照〕

総数は28隻,203,400総トンの適
格船主が決ったが，これに当てられ
る見返り所要賓金の総額は1,089,600
万円です。そして後期分においては
今回の不適格鑛主の優先は認めない

●

で，再公募することになりました。
この様な措置をとるに至った理由
は，地方鍵行は別ですが，興銀以下
の大手すじ市中銀行が20万総トンを
限度として融黄するが，それ以上は
無効という条件をつけているため，

今回の鑿に落ちた船主に後期分にお

いて優先権を認めても，これに対す

る銀行側の融費は困難で新遥実現の
望みがないからであります。

事実，新造計画を錘行するため黄
金をどの織に繰り廻すかは愈々 当面
の問題となって来ました。､船価の半
分を見返り賓金から融黄する方は政
府の腹一つでどうにもなるでしょう
が，残りの半額を船主が如何にして
寵達するか，銀行黄金が六次船への
.融賓以来窮屈になっているのですか
ら，この面でも政府が面倒を見なけ
れば実際の融賓は行き詰り定す｡、
ところが7次船203,400総トンの
実施にはこの外に鋼材の値上りとい
う問題が減っています。
鉄鋼価格の値上りは最近日増しに
目立って来ましたが，これば鋼材以
下の全金紘製品I謝する補給金を廃
比たためですが，鉄鋼価絡が高騰し
ては産業に及ぼす影響も大きいので
政府は銑鉄に補給金を存続させて価
絡と配給を統制して来ましたが，こ
め銑鉄補給金も今月一ぱいでなくな
－25－

り主すから，鉄関係は全くの野放し

ということになります。すると銑鉄

を外国から買って鋼材を造っている

平炉メーカーは鐵入価格が高いので

鉄鋼一貫メーカーと競走が出来なく
なり，作業を休止しなければならぬ

破目になります。そこでこれを避け
るためには平炉メーカーの希望する
ような銭材価格に改めねばなりませ
んが，これは鋼濁の値上りを意味し
ています。既に八幡製鉄所などは五
月一六月に種み出す販売建値をトン
当120ドルベースと発表しましたが
これは三一四月の販売建値が90ド

●

ルだったのに較べると30ドル高く

なっています，これは鋼材価絡め標
準になる19ミリ棒銅あ値段ですが
この値上りI郷材全体とし約3割2
分の値上りを意味するものです。こ
れが造船用鋼材に影響しない筈はあ
りません｡従って先物としての7次
船建造には，この鋼材高が総価に及
んで来るでしょう。

もつとも，現在では老朽雛や鋤普
を引上げた鋼材のスクラップが紐付

になっているので造船鋼材だけは値

段が押えられていますが,紐付き値
段は製鉄所も好んで居ない上に，造

船所も喜んではいないという有巌な
ので，この健典もいつまで続くかが

疑問です。しかし，現状はどのよう

な障碍が起るとしても，速に船腹を

増加させて，海上識邊を充すことが

急務なのです。

そこで，問題は応急策としての外

国用船ですが，これは米国のリバテ
イー船を借りる案が進められている

以外，他の国から用船するという動
きは起っていません。事実用船は米

国以外の国に求め得る程，各国の艘

腹は除っていないからです｡

しかしリバテイー船を食りる話は

総司令部のきもいりにもかかわらず
はかばかしく行かぬようです。尤も

米国議会の承認を得なければならぬ

■

’ |’
3 月の

ニュース解説

吉田精顯 「

本年度の鱗出入賀物を織暹するに

は，最初船腹40万トンの不足が推定

されていたが，その後における荷動

きの上昇から，最近では50万トンの

§髄不足が讓想ざれるようになって

来た。 ，

こめ船腹不足の応急対策として，

外国から古謡を買い入れることにな
ったのは周知の邇り,ですが，今日ま

で古船を買入れた鐘は，26隻，14万

4千総トンに逹し，更に買入れが増

加する備勢になって来ました。しか

し，これでは買船計画で定められた

外国船20隻12万総トンの枠を超えて
経っているので，ぞんなに老朽船を

かかえ謹んでも，急場の一時おさえ
となっても，先きで困るという考え

‘がおこって来たのです。そこで政府

は当分古船の買入れは許可しない方

針を採ることにしたようであります
かくて艘腹拡充の方法としては，7

次船40万.トンの建造を推進すると同

時に，戦標船29隻，21万3千総トン

の改造と沈船約10隻8万総｜トンの引

上げを渥行することにしたのであり

ます。しかし購入を許可した外国の
古船も，そJ)引渡しは5月以後から
8月になるものが多いので，それま

では役立ちません。また新造も本当

に稼働出来るようになるのは本年度
以後のことですから，その間の緊急
聴逵に必要なものは，外国から用船
する方針を建てました。

それはそれとして，船腹増狸の本

・筋はなんと云っても新造です｡従っ

て7次船“万総トンを至急実行に移

すため，その前期分として20万総ト

、
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今

一船の科一学一

品物ですから，そう箙単に行かなvく－船を貸すことには反対しています
，のが当り前ですが，戦時緊急措置令しj号米国外の海運国にも同じような
を使えば，大銭領の権限においてリ・筌気が見ぢれることは罐です。．
wバテイー鋸を日本へ貸すことが出来．ことにｲｹドにおける本年の食量
るとも報ぜられていますし，･米国政不足は，米国をしてこれを救済しな

府のこの問題を調査している係官はければならぬことになり，200万ト

日本が本年度α職逵を満たすために’シの食量を米国からインドへ途るこ

必要な船腹はリバテイー船50隻に．とになりましたが，こめ織送のため

相当するとも発表しています。だが日本が原料を識入するに必要な用砿
唾､

米国の海運業者達は日本へリバテイーはますます困難になりづつあると，

対日援助計画の立案者が語ったとい

うニュースは，鮒諾の望みを影のう

すいものにしたといえましょう。

用船に対する関係者の努力が懸命

であろうと，実際め動きがこのよう

な有礒では，艦腹の不足は結極国内

の造船活動によらねばならぬでしょ

う。そして問に合わぬところは外国

船に迩錘を払って輸入を確保する以

外に途はなし､でしょう。

■
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一造紹計画一
一

蓉

の場合の流邇体系図である。しかる

に昭和24年度以降は復興金融金庫及
び錯舶公団の新規事業が停止された
ために，米国対日援助見返蓑金の私

企業投賓分によって賄なうこととな

り(C)図のような体系となったので

ある。

第1次乃至第6次の造船計画の擬

要は第2表に示すとおりであって，
第1次乃至第4次は(B)図の体系に
よって行なわれ，第5家計画以降は

(C)図の体系に沿って行なわれた。
以下先ず目下行なわれている昭和26
年度錘儒ﾄ画〔第7次計画〕につい
て記し，ついでさかのぼって第1次
乃至第6次計画について検討して見
たいと思う。

関，金融業者はては原材料供給業者
までが緒まつ垂簡単には船を起工す
る段取りとはならないのであって，
これが繕戦後計画造船なるものの誕
生した所以である。

従って計画造紹を検討するために
は，先ず賓金と黄材との流通体系と
その問の政府が監督を必要とする国
家謹算とつながりのある部分一一平
たくいえば造艘に対する国家保護の
実態を認識する必要がある。

戦前戦後の商船建造に絡まる流通
体系と国家保謹を図解すると第1表
(A)(B)(C)}こ示すとおりである。
（八〉惑溺(飴緬末期より鯛争迄）

戦後の計書造船

－昭和26年度の新遥船計画一

米田・博
ｰ一

はしがき

若者の同窓の殆んど全部は造船所
で設計をやっている。それぞれの雛
の設計は見事にやってのけているが
ま‘だ営業面にタッチする程偉くない
ので，自分の設計している綴がどう
いういきさつで自分の造船所でやる
ようになったかについてはあまり知
る磯会がないようである。同窓の人

達と会う毎にその淋しさを訴えられ

著者自身も痛切に感じるので主とし
てこういう方々を念願において僻が

契約される迄の動きを知っていただ

こうと思って本文を草する。

1計薑造船の要素

先日海運専門の或る新聞に面白い

ことが識いてあった。戦前は総会牡

が船を造らせたが経戦後第4次紹迄
は政府機調が船を作らせ，第5亥船

は政府が作らせ，第6次詔は銀行屋
が作らせ，第6亥追加分は政治屋が

作らせた。第7次鰡はどうやら造鰡

2外航船腹増彊對簔

国際情勢の変移により，昨年末以

来飴腹市況は急激に狸調を示し，更
に欧洲大陸に於ける識類，鉄鉱石の
大量買付けに伴い，焼船市場が日に＄

日に急騰し，このため1月現在船腹劇
手当ができないで困っている我国重

要物賓は主なものだけでも北米稜コ
マーシャル小麥30万トン，タイ米1

月契約分2”トン，メキシコ'1,麥2
万トン，インドの鉄鉱石11万1．ン’

屑鉄1万トン，アメリカの粘箔炭10
万トン等互大な量となっている。し
かも戦争気分の灘化を反映して欧洲
大陸の買付激化に伴い，各国が自国
鉛を自国貨物臓逢のために引き上げ
る傾向が獺まると共に自国船売渡，‐
貸渡の制浪を厳重にすることが燕凰 ｜される状況に立ち至るものと覚悟し
これに必要な船腹手当を今の中に早
急にとっておく必要が生じた。
そこで政府は昨年12月22日外嫁紹
腹増認について原則的に關議決定し
ついで本年1月5日の初閣議で山崎

蓮稔大臣は昭和26年度の輸迭要請に

(B)戦後(B召和23年度末迄）

１
－
１

(C)戦後(昭和24年度以降(為に第7次船))

が作らせ，第6亥追加分は政摘屋か

作らせた。第7次鰕はどうやら造熔

所が作らせることになるような様子

であるが，はてさて昔のように船会

祗が雛を造らせるようになるのは何

時のことやら。という意味のことで

ある。

船会祗が蓄穣賓木を有し，自己の

蚕金により船を作ることの出来た昔

は船会泄の意の礎に造船所に発注洲

来たのであるが，絡戦後は或いは政

府養金におんぶし，或いは外国から

の援助黄金に頼り，又は一般市中銀

行からの怠額借入れをまって始めて

船を建造し得るので，総会祗，造船
所以外に蓮合軍総司令部,政府講談

第1表流邇体系と国家保謹

即ち戦前は海運業が蓄稜賓本を有し
ていたので(A)図に示すように適当
な助成奨脇制度と鋼材に対する補給
制変とにより，極めて単純な形式に
おいて随時造紹所に発注出来たので
あるが，戦後は海運業が蓄溌資本を
喪失していたため，何らかの方法に
よる政府出費が行なわれなければな
らなかった。この目的で設置された
のが飴舶公団であって,(B)図はこ

=－27－一
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－船の科学一

第2表計画造船一歸表

②

3昭和26年度漏里設備

資金計薑

第7次計画40万総噸を一挙に決定
し得るだけの蚕金計画の樹立される

ことが最も望ましいのであるが，之

が解決されるのを待っていたのでは

何時になったら起工の運びに至るか

わからないので，現在海運設備賓金
として譲定されている115億円を以

って差当り20万総噸を契約起工さし

て了おうというのが第7次前期計画
の狙いであって，締切に先立って昭、
和26年度米国対日援助見返賓金私企
業投資計画中海運〔造船黄金〕に対
する運用計画が第3表のように定め
られた。

このほか昭和24年陵よりの継続エ
事で工事遅延のため昭和26年度に見
返費金融蚕を必要とするものがある．
が，之は昭和25年度懲算を繰越使用‘
するものとし，上の融賛必要額が昭
和25年度見返賓金海運事業投賓総謹
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〔註〕貨物紹のA型,B型,C型,F型はもと標準詔では一定の大きさの

謡を意味したが，ここでは大体の標準を示すに過ぎず，各計画によって

変るが大体,A型(5,500G.T.以上)B型(5,0003.T.-4,000G.T.)

C型(4,000G.T-2,500G.T・)D型[2,500G.Tざ-1,500G｡T･)F型

(700G.壷.-500G.T')である。
〆

マッチする飴腹増掻対策を説明した差当りその一部約12万7千総噸〔後に

即ち朝鮮動乱の進展に伴い中共地約20万総噸に変更〕を出来るだけ速
区から北米方面に振替えられねばなかに実施し得るよう措置する。・

らぬ物費ば昭和26年度に300万トン （5）適当な外国総買，蹄船の円

に上ると讓想され，且安本樹立の要＝滑化を期宙る。

職遥量は年間1，500万トンとなり，一（6）トラック，バラオ，沖縄方
日本諾による積坂比率も50％に上る面の沈錯の中差当り引揚可能と見ら

ものと想定しなければならぬので，れる17隻，14万総噸の引揚げ修復を

現請瀦腹と改造，新造，その他によ促進することを関係方面に懇請する

つて得られる増加船腹とを供給可能（7）本件実施にづき必要な見返
船駁として26年度の船腹需給をとつ蓑金融資及び国内金融促進の措置を

て見ると，約100万重量噸の不足と誰ずる。

なる。そこで船腹増狸の目標を一応（8）外航配船の効率化を図るた

1”万重遼トンとして考えて，次のめ，諸制約の緩和を関係方面に懇請

ような具体的諾腹増躍対策を鯛立しする。

た。その後この線に沿って蓮凝省と各

（1）低性能鋸舶買入法に基く売省との折函が続けられたが，ユ月11

却申込船中外航可能な船舶を船主の日新聞公告によって第6次造艦計画

申出}こ応じ船級取得を条件として解追加分及び第7次造船計画が発表さ

除を認める。れ，第6亥追加分は1月20日建造申

（2）戦時標準船A型,TL型の込を締切り，当初の計画を積変更じ

織級取得改造を促進する。て油糟雛1隻，大型貨物船β隻，中

（3）鋪6次新造計画追加分〔賀型憧物船1隻が決定した。

物総4隻，油槽雛1隻〕を早急実施昭和26年度造船計画Iごついては当

する。初2月20日締切りの讓定であったが

（4）第7次新造鉛計画として大金融磯関の事情のため3月3日締切
型統洋船の大澄建造を行うこととしりとなった。

－28－
〆

定額'35億円の範囲内で支出出来な
いときは，・その金額だけ昭和26年度
新規着工の新船建造工事費金を減額

〆

小

して昭和26年度溌算から支出するこ
ととした。

又第3表中昭和26年度新規着エエ
事所要賓金中契約起工払分は，私企
業投費の項より支出するものとし，
進水竣工払分は，再建及び安定饗中
から支出することとした。
第7亥計画としては契約起工払分
5,678百万円，進水，竣工払分〔乗
出費用を含む〕6,474百万円，合菩卜
'2,'52百万円のみが差当り譲定され
ている訳である。

そこで運輪省は締切りに先立つで
2月23日第7次計画の目擦を明示して
（イ）6,000総噸未満，4,500総噸‘
以上の中型質物船6隻以内。

（ロ）’0,000総噸以上の油槽船3
隻以内。

〔ハ）出来るだけ多量の6,000総噸
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（ハ）償還期限

貨物船貸付後15年以内

油糟船貸付後13年以内琴

となっている。ただ分割融賓方法の

みは従来の契約時30％，起工時30％

進水時20％，竣工時20％を変更して

契約，起工，進氷，竣工の各時期こ．

夫々25％とした。従って市中金融護

関の船会斌に対する分割融賓方法も

当然之にならうものと謹想され，柊

戦後船舶公団契約船以来続いてし､た
3：3：2:2の制度は第7次紹から戦

前通常用いられていた冬期25％征制，
度に移行することとなった。〔第‘
次追加分の大型貨物船3隻にほ既に
この考え方が取入れられている｡〕

前項に述ぺたように鰐の重量噸数

ほ自己調達資金を認達するに当って
非常に大きな役割をつとめることと

なり，2月28日運輸省は「第7亥賠
建造に対する見返蚕金融賓額の算定

に使用する重量噸数」を定義tて，
計画夏期満載吃水に対応する満載吃

水噸数〔海水比重1.025〕より軽荷．
重量(趣)を差引いた赦貨重量(")i:
し，その場合の軽荷亜量及び載擬重

量の内容中特に磯関部の水，油及び

石淡並びに備品の軽荷重量へ算入す

る範囲については造船設計法塞準制
度委員会の決定（講壇13及びE9]に

よると発表した。〔32頁参照フグ

第3表昭和26年度米国対日援助見返黄金
私企業等投賓計画中海迩造賠に対する運用計画

ー見返蚕金
融賓割合

一

50％以下

30％以下

50％以下

30％以下

｜・項 単位百万円

5,321

6，178

5，678

500

11，500

6，974

6，474

500

18，474
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以上の大型貨紘悪とし，このうち差ろものについては下記により計算し
当り第1家着工として約20方総噸の・な金額
建造を目途とし，中型貨物船3隻以タービン船

1,000軸馬力を増す毎に750万円
：内，油棚紹2隻以内，残除を夫型船

ディーゼル船．‘
とした。・

700制動馬ガ〃770万円
見返賓金の融資割合については従

但し磯関出力は定格出力における
乗は総建造資金の50％と定めていた

が,船価高のために第3表に示ず見馬力とする。
(c)(a)及び(b)の総計に対し7

返蚕金額を総建造賓金の50％に充当

したのでは目標の20万総噸を確保出％を乗じた金額〔乗出斐用〕
これは例えば10,000D.W.10,000

来ぬおそれもあり‐安本，大藏省等

の意見もあったので，迩輪省は見返BHPディーゼル船の乗出船価が，
賓金の融賓限度を下の〔イ〕(ロ)の何．’20,000千円であったとすれば上記
れかのうち低いものと定めた。．（イ）によれば、

’20,000千円×0．5＝胃60,000千円
（イ）契約船価及乗出菱用の5割．

の見返黄金融賓が得られるに反し，〔但し乗出裁用中雑致を除く〕

（ロ）次により計算した金額の合〔ロ)によれば
｛36,000円/D.W×10,000D.W

計額[(a)+(b)+(cl]
＋770万円×(10,000BHP

<a)下記の金額に重避噸数を乗-5,000BHP)/700BHP}
じた金額但し罐浪甲板型船においi×(,＋0.07)＝44,405千円・
ては減噸開口を閉鎖した時の規程上しか見返強金融黄が得られないこと
認められる吃水に対する重量噸数をとなり，之は総乗出船価の37％に当
乗ずる。 り実に63％の自己調達を必要とする

“船騨？ﾆ溌巽:::網のである。‐′
この慰識比率の他の見返蚕金融黄

、油椴船(:デﾂﾆ甑釧網条件は従来とあまり大きな変更はな
(b)大型貨物船についてその磯く

関馬力〔タービン機関にあつそは軸 〔ィ〕貸付利率年7分5厘

馬力，ディーゼル験関にあっては制（ロ）利払延期元加の方法により
動馬力とする〕が5,000馬ｼ]を超え．2年蓮認められる
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4筆7次船用の資材事情

第1次計画乃至第4次計画では賓

材の需給巌が計画の大きな要素を占

めていたが，第5亥計画以降はその

価格のみが問題であり，避ば大した

問題ではなかったのであるが，第7
次では果して賓凋僻に鋼材供給力‘計

画を満足させることが出来るかどう

かということは非常に疑問となって

来た。

第7次前期計画20万総噸の建造に

要する鋼材所要鐙は約13万5千トン

、

一一→一
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一 二詔の科学一

で内最も数量も多く，常に需給の不

均衡の因となっている厚板は約10万

トン必要であり,之に輸出諾用，改

造用，一殻修理用等を加えると約13

万～ﾕ3.4万トンの厚板が昭和26年4

月より9月の間に必要となる。之に

対して鉄鋼各祗の圧延選定量は富

士52,000トン，八幡30,000トン，鋼

管26,000トン，川崎25,000-トン，合

計ユ33,000トンであって漸《間に合
う見霊しを持っており，鉄鉱石，粘

繕炭，銑鉄等のいずれでもの燕入が

悶難となれば忽ち需給のバランスが

競れることとなるのである。

次に造給用鋼材の価格を見ると，

昭和25年7月から鐸稔補給金が廃止

され，本年4月からは銑叙補給金も

廃止されることとなり，而も朝鮮動

乱の影響に』ﾐり原材料，運賃の値上

りも手伝って4月以降の鋼材価格の

高騰については譲断を許さず，八謡

建値を参照すると12粍ベース厚板で

造船所別第4表第7次造船計画建造申込般一壷表 鐸●

Ⅲ造船所名｜
函館

石川島

日銅鶴･見

同東日本横浜
浦賀／

日調清水

名古屋

日本海

・藤永田

日亨立
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船種別
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となっており，他の各祗も大同小異

であり，5月以降は60,000円になる

ことさえ罐想されている程で第7次

船の船価がどんな点に落請くかとい

うことは実に大きな問題であった。

5建造申込船舶の解析

第7次計画の締切日3月3日に各

船会祇はそれぞれ自己の建造しよう

とする船の価格，重過噸数，馬力に

応じた市中金融嬢関の砿約書を用意

して申込んだ。従来鮮纐金融が殆ん

ど全部中央大銀行によってのみ行な，

われていたのに比して今次は市中銀

行から出菰しているものが非常に大

きく殆んど全部10ケ所内外の金融磯

関から千万円，2千万円の零細な黄

金を掻き集めているのを見ても如何

に今次の黄金諏逹が寵難であったか
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一 造鋸計両一

入れる点,．（2）残業の必要の有無及

び最適の窪業時間，（3）蚕材及び外

註品の手配伏況，（4）造船契約中の

重量噸数及び馬力のとりきめ方，

（5）関蓮メーカーに対する支払い，

（6）船価引下げのための努力の実績

及び目漂（7）労働運動の動向，

(8)撫舶の性能に於ける技術上の特

徴，（9）建造船舶の順位，（10〕船舶

造修以外の事業の收猛状況，〔11)訴

造鋸をやらねばならぬ理由，〔12〕今
次詮純の方法に対する意見等々につ

いて意見を求めた6果して審査が如

何なる方法で行われるか，聰問の結
果がどの程度に重覗されるか審かで
ないが，本稲が読者の目に触れる頃
には完全に決定し,本誌の犠未には
その決定船の表が記載さ:れるごとと
思う。

本稿は第7次船に関する事実を羅
列したが次号では第1次乃至第7次
特に第5次以降の計画について細iリ
を加え，あわせて第7次後期計画の
溝想に対する私見を述べて見たいと
思う。〔迩織省船舶局〕

を行ない，3月7日より10日迄鋸会
斌を，12，13の両日造船会祇につい
て聰踊を行なった。委員は官房長，
官房会計課長，海運局監督第一課長
船舶局監理課長，同造総課長の･5名
であった。

聴問は船主に対しては（1）新造諾
の竣工後の迩営計画（2）各祗の経営
航路に対するフリートの整備状況及
び計画，（3）起工及び竣工の時期の
見透し，〔4)今次新造船について航

一

一

Ｉ

一一31－
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重 量噸数について

－第7次船建造に対する見近資金融資額の算定用資料一

、第7次艘建造に対する見返費金融賓塚の算定に使用す各磯器について示せば次の如くなる。
ろ重量噸数とは,計画夏期満載吃水に対応する満載排水(a)真水
噸数〔海水比重1.025).より軽荷重量(聴歴差引いた敏主機用の，主罐，主復水器系統に附属するカスケード
貨重量〔葱〕とする。この場合の軽荷重量及び載貨重量のタンク内の真水は載貨重量に算入する。
内容は別表の通りとするが，時に，磯関部の水，油及び、補磯用の補謹内の真水,補復水器内の真水’及びこの
石炭並びに備品の軽荷重量へ算久する範囲については，系統に附属する管,弁，ポンプ内の真水は補凄が推進に
曇次の如く，造船設計法基蒸礎委員会の決定〔議題,3及び直接関係ないときは載貨重量に算入する。
89〕によるものとする。

主磯用冷却水の補旗タンク内の真水，補幾用冷却水で

．輕荷重量に算入されるもの補撰リクーラー,補頭タンク内の真水は赦鐵重量に算入
直接推進に関係ある識及び補潅の水，復水器内の水，す。
諸管内の水,機関内の水及び油,獲関の冷却水を冷却す蒸溜器用凝縮器'真求置タジク〔圧力タンクを含む〕
・る海水，操舵装濯系の水及び油,航海上当然必要な諸備内の真水は載貨重量に算入する。
品は軽荷重量に算入されるが,尚具体的に各磯器につい (b)海水
て示せば次の如し。。

．） 主機用諸管内の冷却用海水，直接推進に関係ない補漠
(a)真水用リクーラー内の冷却用海水，補磯用諸管内の冷却用海
主渡用の主罐内の真水,主復永器内の真水,及びこの水'蒸発器内造水装極一切内の冷却用海水，油清浄器内
系統に附属する管，弁，ポンプ内の真水は軽荷重量に算の冷却用海水は載貨重量に算入する。、

入する。(c)潤滑油
補磯用の補瀧内の真水，補復水器内の真水,~及びこの 主溌用ドレンタンク，ヘツドタンク内の潤濁曲，推進か

系統に附属する管，弁，ポンプ内の真水は，補磯が推進に直接関係のない補磯用の潤滑油，置タンク’テストタ
今に直接関係するときは軽荷重量に算入する。ンｸ，セツトリングタンク，デーリーサーピスタンク等
主謹用の主磯内のリクーラー内の冷却用真水は軽荷重の潤滑油は赦貨重量に算入する。

／

愛に算入する。
(d)燃料油

(b)海水ヘツドタンク，セツトリングタンク’テストタンクシ
主磯直接冷却用の海水及びこの系統に附属する管，弁ケロシンタンク，ガソリンタンク及び管’弁内汚油’過
ポンプ内の冷却用海水,主復水器内及びこの系統に附属一熱タンク内の燃料油は載貨重量に算入する。
、する管，弁，ポンプ内の冷却用海水，主機内のリークラ.(e)その他
一内の冷却用海水，直接推進に関係する補磯用リークラ 操舵装置系のジヨンネポ、ンプ等のヘツドタンク内の水
一内の冷却用海水は軽荷重量に算入する。命今及び油は載貨重量に算入する。
"(c)潤滑油

詮
主機用の主機内リクーラー内〔フルカンギヤー用も含

（1）推進に直接関係あるという意味は，主磯を運転
む〕の潤滑油，直接推進に関係のある補謹用潤滑油は軽するに必要ということで，主擬の始動のみに必要なもの荷重蚤に算入号する。

や燃鋤､熱専用のものは,掘進に直接関係なきものとす(d)その他

（2）圭磯を始動するに必要程度の燃料関係は軽荷重
操舵装綴系の磯械及び諸管内の水及び油は軽荷重量に量に算入するが，迩転を継続するに必要な補充の意味の算入する。

燃料等は載貨重避に算入する。
載貨重量に算入する・もの

‘（3）発電装極は明らかに電震専用のものを除き「ダ
重力槽，油概タンク内の潤滑油，フルカンオイル，推イナモ」ほ凡て推進に関係する.ものとする。
進に関係なきドンキポイラーの水，ポンプ，管弁内の油“）ドレ功タンクでも主機内にあるものは軽荷重量
ガ燃料油も含む〕法定以外の藻備品，溌備軸及び罐備推に入れる。タービンについてもギヤ－．ケース内のドレン
進器，その他特に船主の要求で搭載するもの醗備推進タンクは軽荷重量に算入する。
、器，溌備車軸〕は賊捜重量に塊入されるが，筒具体的に．〔運獄省船舶局）
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－保安庁巡覗艇一一
、

海上'保安廃270噸型巡頑艇

、．徳・永陽一郎
、

P

↓

緒 言p

本型艘は昭和25年度新造計劃に屈し現在日本鋼管鶴見
造船所に濃て3隻建造中であって何れも3月末迄に竣工
する謹定である。米国コーストガードの（I､ロールポー
トrアクティブ」型に倣い浦賀雛渠株式会祗が半年に亘
る研究の結果基本計画の決定を見たものである。

（1）主溌械推進器翼数3枚

型式及台数;SHB型直径1.200*

4サイクル単動無気噴油螺互0.880米

デイゼル機関2基（3）補助縦

気筒数6型式及台数：「コクラン｣式

〃径275粍竪型多管罐1韮、

行程320粍“〕補助機械

軸馬力(定格出力）舵販機械(電動霜動式）・
“0×2＝800馬力2馬力1基

回転数(毎分〕600揚錨〃（電動式）
、

（2）･軸系及推進器 ．、’0馬力’基
軸数2軸

電氣装備、

（1）一次電源．（4）投光器

デイゼル主流発電磯（水防型）4個

30KW115V2基(5)点滅信号燈及

〔2〕二次電源、20糎信号鐙各1基

電動交流発電磯4KVA(6)電気指令磯
105V.60サイクル2基aUW舷外拡声器御1組

蓄電池24V150AH2組(7)其の他照明，動力p
（3）探照燈通信，暖房装綴一式
（炭棒式40極）1基

無．線装備

’
1

1

用途と,特徴

本船は主として近海における救難任務に従事し又哨戒
任務にも使用される。即ち我国周辺の如何なる海面に於
てもその任務に従事し得るように織装及び装置を備え充
分なる水防性を持ち，可燃物を極限し耐波復原操縦性能
が優秀である様設計されている｡船体は本造船所の分は
殆んど全溶接織造である。

重,要

全長約40.20米

垂線間長37.18米

吃水線長〔常備状態）

38.50米

型幅7.00米

型深、4.00米

排水量(常備状態）290砿

前部吃水(同上)2.00米

〆後部吃水(同上)2.60米

平均吃水(同上）2.30米

機

寸法

排水量〔満載状態）
303.6砿

平均吃水〔同上）2．37米

基準排永遼272睡

総噸数約245噸

航続距離(12節にて）
1500浬

謹続行動日数ユ0日

速力(定備状態定鞭鶏
軸馬力(|司上）800馬力

關

（2）受信装置

長中波｢スーパー｣受信壊

1組

短波｢スーパー｣受信磯1組
、

〔1〕送信装置

125W中短波逢信磯
50Ws"

組
組
１
１

口
一一33－
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全波｢オードダイン｣受信〆，蓄電池48V174AH2組

嬢1組“う方向探知磯

〔3〕二次電源．方向探知機小型1組

・電動交流発電磯500VA(5)充電装置

.105V60サイクルユ基・タンガー充電器1組

蓄電池156V2iAHg組(6)レーダー装置
・蓄電池ユ56V2AH2組RCA103型.1組

航海装備

（1）羅剴俵〔4〕望遠鏡

磁気羅針俵、ユ基8糎双眼望遠鏡

転輪羅針儀1組固定托架所2個

同上，従羅針儀，4基（5）其の他．

→（2）没程儀風信儀二型1組

諾尾演程儀1組経線俵1組

〔3）菩響迩深俵写箕駿，組
言謬混深儀2型交流7倍稜鐘双眼鏡3個
100V"1組もやい索投射磯1組

乗員數

〔ユ〕士官甲板長1名

雛長1名操磯長1〃

紋海長1〃』衣糧長1〃

穰関長’〃電信長.1〃

通信長’〃計4名

航海士’〃〔”科員

嬢関士2〃航海科員7名

・邇信士2〃繧関科員‘7〃

計9名主計科員2〃

〔2〕准士官計’6名
乗員総数29名

・主要耀装･品
（1）携錨装置〔､3〕搭載艇

主錨。脚癖式大錨370斑6米カッター（'0馬力，
2挺舷外磯附，第一級甲型救

副錨有鐸式中錨,,5通遊庭〃命艇〕2隻
主錐鍍径22粍6蓮,50米5米邇船〔基地保管〕'蘂

－2条（4）救命浮器
副〃径18粍銅索100米中型救命浮器(日救式1号

1条22名用〕2個
小型救命浮器(日救式2号

〔”操舵装溌
12名用〕2個

操舵磯電動式’個（5）蕊船磯械
人力操舵｢スピンドル｣式箆動式7.5馬力，台
船橋操舵装樋一式（6）通風機械噂

船室電動通風機'6馬力’

同上ユ/4馬力1

機関室電動通風嬢2．5馬力2．
β･

重量（初期計劃のもの）
４

可

ゴ

一一ユー－

復原性能舵,旗同性能等
（1）復原性能〔計劉のもの〕
－●｡■虻一二一＝＝

|名称 状態｜常備状態
補
軽

一
い
■
。
。
』
ひ満載状態軽荷状態

’一

噸
恥
米
迦
露
擢

一
顕
２
０
２

１
１

噸
叩
米
釧
“

９
２
０

２
噸
恥
米
釘

０
２

ｎ
口排水鐙

等

平均吃水
I

４
４
５
５
Ｂ
Ｂ

Ｏ
２

1．リ．ム

キールラインより
重心迄の高さ

－

2鯉’

0．851

．’
43．51

米
0．54

･93o

米
0．18

噸
493

米
1．60

0

2．57

0．84

’

復原性範囲

水線寵心迄の
謹備浮力

風圧側面稜比

補鎭量

0．80

0

44．0

米
0．53

44.6’
米’
0.461

I

､92．’

0諾81
84．

0秀31
噸
546

米
1．93

0

’ 米
鎚
噸
姻
剰
矧
鯛
州
圃

０
５
１
１

噸
507

米
1．68

0」 I
--34-

一
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－保安庁巡覗艇一

‘であるが二番船ふじの公試運転の結果も良好であって所
期の目的を達する事が出来たといえよう。之は偏に浦寅
船渠の基本設計担当者並に日本鋼管鶴見造船所の設計並
に現場の担当者各位の苦心の賜に外ならない。
一番雛「くま」は青森県八戸に，二番諾「ふじ」は北
海道甜内に，三番船「てんりゆう」は北海道釧路に配冤
される讓定で北方海域の警備救難に活躍する日も間近で
ある。更に昭和25年度第一次追加建造分9隻は日本鋼管
鶴見造般で3隻石川島重工業で3隻浦賀船渠で3隻何れ
も本年中に建造される筈で,．この外本年度第二次迫力｢建
造分5隻は西日本重エ下関造船所に於て27年3月迄に蓮
造される讓定である。（海上保安庁船舶技術部造船課）

〔”舵及旋回性能旋回圏

舵の型式及数：吊下式最大縦互と吃水線長
流線型平衡舵1枚との比3．5
舵面稜2.04平方米最大横互と〃
舵面穣比x/3,.T"3･5
旋回性能旋回中の最犬傾斜角度
・状態常備状態290砿約4度
速力定絡出力〔'0/】0〕動揺周期

13.5節状態常術状態290噸
舵角35度動揺周期〔複）6.1秒
一結び

以上は本庁270噸型巡瀞皆の計劃の大綱を述べたもの
へ

Q

〃
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船 舶罵眞集

謹約御申込受付開始定憤150円〔逢料35円〕たことを喜んでおります，発行部数は限定されており
まして目下各関係会祇で多数の譲約申込を受けており内容A.5版美麗装頓上質ｱー ﾄ紙印刷140頁
ますので，一刻も早く当協会宛溌約御申込みを御願い掲敏写真及主要目合計約190隻
申し上げます。（売切れの際は再版は致し.ません｡〕

識後新造船在來船改造船臓出船 御申込みはf1,為替叉は振替〔東京70438)にて逵料
戦前優秀船外園優秀船日本船腹一麓表共御遥金下さい。

船舶駕眞集は愈々 発刊されました。「船の科学」愛筒希望者おまとめの上10冊以上御申込みの方には
競者並に各方面の御援助で，こんな立派な写真集がか 当方にて送料負迩御遥付申上げます。
くも廉価に出来上り，皆濠の御期待に添うことが出来

東京都港区麻布霞町'9船舶技術協書
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－海上保安庁の現況一
■．

～

’

海 上、保安膳の現況
～

藤一夫
仏

路障害物の除去，水先人及び水先業
務の監督,海上衝突譲防法に基く航
路の勵行等,･海難懲防の確保に関す
る極めて広範囲な業務を行い，叉海
難の発生した場合は直ちに救助の任
に当り，海難の原因を探究して海難
を未然に防止する方法を講ずるよう

努力している。

保安庁の存在は我国の再軍備’再
武装禁止の問題等，国際的関係を顧
慮して人的にも物的にも一定の枠が
設けられている。即ち，
1，職員の総数は一万人を超えて
はならない。－

2，畿舶は港内艇を除いて200隻
8万綱頓を超えてはならず，15ノ･ツ
ト以上の速力を有するものではいけ
ない。

3，装備する武器は職務を行うた
め携帯し得る武器だけである。〔現
在はピストルだけである〕
4，この法律の如何なる規定も，
海上保安庁又はその職員が軍塚とし
て組織され，訓練され又は軍嘩の磯
能を営むことを認めるものと解釈し
てはならない。

以上で大体範囲限界は明瞭であり

特に説明を要しないと思うが,只総
数一万人は昨年7月のマ書簡によっ
て8,000名が増員されることとなり

､

合計18,000名となった。

機構

海上保安庁は発足以来僅か3年の
間に2回に亘る改組が行われ，現在
は昨年7月15日に公布された組織規

定によって運営されている。この改

正で目新しい事は総務は長官直属と
なり，次長は海事検査部，水路部，

震台部の業務を統括し，更に新に饗
、

一

伊

設置して海上保安の完全な逢行の必
要性が痛感されたのである。そこで
取敢えず不法入出国,･密貿易の防止
を目的として2'年7月運轍省海運
局に「不法入国船舶監覗本部」が殼
置され，九州には不法入国船舶霊覗
部が置かれた。当初は曳船3隻と港
内艇10数隻で，九州沿岸ゐ海上警
備にあたった。しかし之等の少ない
施設と船艇では充分な成果を期待す
ることは不可能であった。そこで米
国のコストガード的な磯関の設置の
要望が認<芽生えて来た。翌22年8
．月密航，密貿易の取締りと航海の安
全確保のために旧海軍の'1浬船艇3
8隻〔内.10隻は掃海用〕の使用許
可が与えられ監覗本部も発足当時よ
りも充実したものになった。海上保
安庁はこれを母体として灯台局，水
路部を統合して23年5月正式に国

民の期待と与望をになって発足した

のである。

保安庁は以上の如き張ぃ要請のも
とに一元化された海上保安の行政磯
関として出発したのであって，した
がって二つの重要な使命があ尋。海
上における治安の隣と，航海の安
全確保である。

海上における治安維持のためには
海上における一切の法律違反を防止
し，犯人を捜査,･謹捕し，不法入出
・国，密貿易を取締り，更に暴動及び
騒乱を強防し又これを鎭圧するとゆ
・う非常事態における治安維持の黄任
まで負担している。、
又航海の安全を確保するため峰は
船舶の安全に関する法令の勵行，船
‘細職員の賓格及び定員に関する業務
航路攪識施設の建造，管理,永路の
凄測通，海象の観測，海図の発行’航

日本は敗戦とゆう事実の結果あら
ゆる方面に混乱が現剛した。海上に
おいて･も海軍は消滅し，戦争によっ
て航路標識施設ば未曾有の荒廃を来
し，又白木周辺に敷設された機雷は
6万個と云われ，沈没した船舶は大
小1,000隻を数え,､一時海上の「暗
黒時代」となった。

加うるに経済均緬の乱れから各種
物賓に対する不当闇値が発生したた
め，一かく千金を夢見る者が続出し
海上の取締り手薄に乗ずる密貿易’
密漁，海賊の犯罪者が職行し経済治
安秩序をかく乱破かいすると共に，
当時朝鮮に蔓延した悪疫を導入する
密航課激増の一途をたどった。
叉海難事故についても，戦前から

日本沿岸地域は「ダークシー」と呼
ばれ碁程，海難が多かったのである

が，特に戦争による航路標識の破か
い，戦時中における諸搬舶の粗製，
乗組員の質的低下等が更に拍車を加
えて海難事故は盆々増え，例えば昭
和24年度の海難雛舶は5,628隻，
損害額388億と云われ－日平均15隻
約一億円の財産を失いこれと共に尊
い人命の多くも失っているのである
従来海上の安全確保については迩職

省砺管の海運局，大藏省の税関,農
鉢省の水産局〔現水産庁〕及び都道
府県が当り一般の治安制騎には警察
官庁がその責に任じていたが，これ

らの有する船艇は甚だ貧弱で海軍艦

船の援助があって始めて逢行出来た

ものである。

海軍力のない今日では各行政磯調

が僅かの力で別個に働く事は前述し

た如き状態にある海上治安の確保は
当低希うべくもないので，この取締
り磯関を結集して識力な統一談関を

、

、

－37－
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一 鰐の科学一
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I
－海上保安庁の状況一

巡硯鋸3隻港内艇11隻
第四管区本部

巡覗船3隻港内艇5隻

第五管区本部

巡覗鰡5隻港内艇－12隻
第六管区本部・

巡覗船8隻港内艇18隻
第七管区本部

巡漉皆21隻港内艇34隻

第八管区本部

巡漉鰐6隻港内艇1隻
第九管区本部

巡覗船5隻港門艇3隻
計64隻107隻．

朝鮮動胃隈iこ於ける
海上治劃犬況

‘昨年6月25日潮鮮動乱が勤蕊す
るや直に全管区海上保安本部に対し
治安の維持につき指令を発したが，
紛争の抵大と共に不法入出国，及び
密貿易の増大を讓想して，巡覗鋸も
重点的に配置換をして全壌能を挙げ
て沿岸警術の任に当ったが特別の異
変は認められなかった，然し戦況の
推移により一時，対馬在住の朝鮮人
,に多少の動揺の色は見えたがこれ等

も大きな動き方は見せなかった。

昨年検挙された密出国船の第ヨ迩
丸事件，第八丸良丸薫件等は紛争の
生んだ政治犯罪とゆうべきものであ

る。即ち前者は元朝鮮幹部ｵ:l錨及び

その家族五名と他の一名を函館から

北鮮の元山まで運んだもので密航計

画を企てた朝鮮入その背後に踊る黒

幕，船長，船員の一部も共産党員で

あるから政治的意図のあることは一

応考えられるのである。後者の第八

丸良丸は根本元中將が幕兵責任者と

なり，鹿児島又は九州太島に集結し

て大拳台湾に渡る箭画と云っている
が蕊相は今だに判明しない。

密量易については動乱前迄は朝鮮

北九州，阪淋を結ぶルートが最も活

溌であったが動乱後は急変して南九

270トン型3隻810〃

、23米型10隻50Q"

12米型哩隻60〃

計29隻4,070トン

（3）マ書簡による第一次建造溌定
船

450トン型．8隻

270トン型9隻

23米型10隻

12米型10集

計．37隻．

“マ書簡による第二次建造議定
船、

450トン型5隻

270トン型5隻

23米型5隻

12米型10隻

計35隻

（5）昭和26年度豫算として建造選
定 乳

450トン型3隻

270トン型5隻、

23米型5隻

ユ2米型金20隻
e9

針一33隻

術考，以上を総合すると，26年度
〔但一部は27年度にかかるやもしれ
ず〕内に竣工する船艇数は
450トン型22隻9》900トン

270〃17隻4,590〃

23米即隻1,500〃

12米50隻300〃

救命艇10隻60〃
消防艇5隻30〃
計134隻1,629トン
であるが(5)項については経済界
の変動により選定を変更することが
あるかもしれぬ。

船舶配属管厘調

第一管区本部
巡覗船6隻港内艇5隻
第二管区本部

巡織皆7隻港内艇9隻
第三管区本部

－39－

糒救難監制度を穀けて警備救難部，

剥舗日技術部の事務を総括することと

なった｡.その外從来は磯雷の掃海事

務は警備救難部の一課であった掃海

課で所掌していたのが，附属磯関と

して航路啓開本部に昇格し，棲雷の

処理，沈船の除去事務を一元的に行
鈴か

うこととなった。

海上保安露の現!鷺

一，人事麗係

・行政機腰職員定員法10,945名

実人員9,075名

これを業務別に見ると

、か

－

、
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右の内海上保安官4,207名で総数

の“％に相当する，このうち司法

藩察椛を行使する面の謡い海上保安
官は約41％にあたる。

二，船舶關係

〔1〕現在保有隻数

巡覗紹60葵ユ2,117排水噸

救難曳紹2隻473噸

港内艇105隻．3,759〃

測麓艇19隻843〃

燈台業務用船70隻4,827"

擶髄船”袋14,803〃

計329隻36,822〃

（2）25年度既達経費で支出され本

年度内〔3月まで）竣工譲定

450トン型6隻2,700トン

今

Ｉ

～
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一 船の科学一

州から南西諸島を舞台とする密貿易

ガ盛んに行われているが，手段が巧

妙化し又組織も相当に大きく検挙に

匪難を来している。

海難状況
ヅ

昭和25年は｢シエーン｣並びに「キ

ジヤ」台風の襲来が両台風の被害だ

けでも8,126隻191,000トン金額に

して約99億と云う互大な損失を蒙

っている。これら海難状況を詳述す

れば別表の如くなる。

自昭和25年1月1日 至12月31日の海難状況

|鷲件数
1，瑠01274
L,4791984'
304’961
2,9ｪ31’“

|…救・助件・数
船種別 発生件数

計|驚安寺|民
1f1l“’
6''｜'061
95114
87711601

間’
'231
4871

771
6871

合 其他

｜
罐
一
躍
一
鍵
一
躍

1汽船

磯帆船

帆，紹

計

81

1.,釘 割
－
４
‐
一
列

庁に属するものは証,317基である。

これを種類別に見ると・

夜漂997基昼漂254基

信号所65基

航、路啓開

|彦迦|蝋割灘蕊
§s個｜，,425個’
’2隻｜“5割

〔海_上保安庁公報課〕

跨雷処分’航路標識について

．我国の航路標識は12月末現在で

1,633基であるがこの内，海上保安

触雷’

ある。

一定の条件で保持された

棒の振動で節の数の一番少

いものを最低次数の振動と

いい，これより節の増すに

Q〃，二弐，三次，高次の
振動と呼ぶ。次数が高くな

ると振動数も増す。

船惑振動

’ 解一議’用
塞
函

共振(Resonance)

振動体は自由に振動を行わせた場合その振幅に応じて‐

一定の固有周期を持っている。彊制的にこれに振動をあ

たえるとき，もしその周期が固有周期に一致すると振幅

が非常に大きくなる。この現象を共振と言う。-牛若丸が

指一本で釣鐘を動かしたという話は共振の現象を巧みに

利用したものである。．≦

棒の振動

‘

Eig2

刊刷したもgﾉｰCのCO 船体も常に種々の振動をする。大別して次の嫌に分け

鯵の振動ている。
’〕上下の鶴辰動船が鉛直面内で上下に湊んで振動す

夕

断面均一の丸棒の振動に主要な型として次の三種があ
る。2,3NodeSの

る。、 鵯>壱三壬芸登r麦塞プものが卓越する。
1〕縦振動棒が縦方向ノij全L；＋i

2〕水平鍵振動獅爾挙逢三三三参
(Fig3.1)

に伸縮する振動

Figl-12!-~~-｡.....~~~.~~可′内で左右に振動する晶,ごﾆーー.ここ了う土2〕域振動棒が職方向’~‐-‐．．‐・－‐‐‐－－‐

夕

晶 是一12)繊振動棒が鱗方向

に鐸む振動Figl-2

の摸れ振動棒が中心

軸のまわり振れる振3

(Fig3,2)

3〕涙振動船首と船尾五igs3

が互に反対方向に振れる振動で節は総体中心附近に
一箇である。●

"Figl-3Figlの局部振動船体の一部が振動するもの。実際面では
勺

振動の節，腹‘ これがかなり問題になる。例えば磯関台，推進器附
近の外板の振動等号

船体の振動は主に磯関や推進器の作動によって起され
棒や板の振動で，振幅の極大の点を振動の腹(Loop),,る彊制振動で，掻制力の振動数が船体の固有振動数に一や

振幅0の点を節(Node)という。棒の振動の場合，一二致すると甚だ激しい振動を起す。従ってかかる現象の起
の基本的な例について腹，節を示すとFig2の通りできぬ嫌機関の性能,船体の寸法,構造を定め･る必要がある

－40－
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それにつけても，沖縄作戦時の大

本営報告に火柱数本のあがるのを見

たというのがよく出て居たけれど，

恐らく､之れは桜弾であって光誰を高
一む

く大室に沖したに留まり，肝心の繧

船は沈んで居らなかったのであろう

診とその当時想像されて居たのである。

なる程桜弾は戦車攻撃にはもって

来いだと思う。･甲鉄を火煎が通りさ

えすれば，戦車内ば雪-･もこも無く塁
．

減するからである。然し甲鉄を貫通

する事丈げに眩惑して,軍鱈に対し
でも同じ様な効果があると考えて実

用した事は，如何に首脳部に科学的、

常識が無かったかという事を示して

居るものである6筆者はここ』こ陸軍
の悪口をいう祷りではない。溺れる

者は蕊でも掴む厳な心理状礁と鐸なっ
て居る時だとはいえ，平素科学を尊

重して居たならば，今少し気の利い

た事を芦脳部は考えたであろうと思・

うのである。海軍でも伏竜等と蔵し

て潜水服を着たものが，海底から上
陸用艦艇を攻盤する方法を真面目に

唱えた將官があらわれ，一部には訓
綴迄行われたのである。繁者等は之

れに雛力しないなどと問題にされた

程であるから，柊戦時分の有様は科

学的に百鬼夜行であつﾂごと言っても
過言ではないのである。敗戦後世の

中のさま･は一変した。しかし科学の

重要性嘘々 堀大する許りであって
従来の織な科学に無関心な為政者が

駁属しては，日本の再建は覚束ない

軍部のやった誤りを違った意味に於

いて繰り返され毛は遮り切れない。

学校にしても法文科系統許りが多く

なる綴では傭ないと思う。

誠り曲線の話

扱，陸軍では艦維攻撃にこの桜弾

を特攻隊の飛行穰に装備して使用し
たが，これで艦船を完全に繋沈し得一

るものと考えて居た厳だ。海軍でも

この問題がとりあげられ，種《zと議

論の末,進水して間もない航空母腫
阿蘇を実験台として，桜弾の効果を

彌査し,あわ＃て邇常爆弾との比較
渓験を行うこととなったのは，実に
昭和20年6月の事であった。
愈々 実験となった際，桜弾の機の
破壊力は到底通常爆弾に及ばないと
は前記実験から思って居たが，何し
ろ実艦に対して実験まるのは始めて
の事であるから，その最初の1発に
対しては敬意を表して，船体に及ぼ
す被害は大きいものと仮定し，沈没
しても差支ない浅い処に繼を据え恨
重に対策鍔慮した｡しかし1発実
験して見ると案の定,単なる槍であ
って船底迄流石に火煎は貫通するが
減の破壊力が殆んどないから，貫通
した区劃とそ”付近2，3の区劃に
浸水するに止まり，艦全体としては
トリ巻に僅少の変化が出来た程度で
あった6それで次の実験から，護め
これこれの区割は浸水し被害は大凡
これこれ，トリムの変化吃水の変化
はこれこれと錐者から謹言する事と
したが，実験結果は大凡識期通りで
あった。桜弾と同一愛の火薬を装浜
して居る時限信管附迩常爆弾の艦船
に与える被害の方が反って大であっ
て，簡単にその被害程度は想像し得
られない程なのである。
桜弾の甲鉄貧邇力は実に大きい。
それで真械からでもよい真上からで
もよい，火薬庫をつきさせば’急所
を突くので鰹の爆沈も起るであろう
が，さて飛行磯で軍艦を攻撃して果
して火薬庫を外から狙えるや否や’
万一の箆倖をたのむ以外殆んど不可
能蕊である。そこでこの実駁成果に
鑑み，海津では桜騨の採用は取り止
めとなったのである。
－41－
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思い出す儘に

－桜騨と航母阿蘇の実験一

一常識とかけ離れた事1.2-

箙田．烈
今

LーヘーーーL一-二廷〆L云いグー〆追〆､〆－～〆､＝ー～ゲージ一〆、〆－戸シ筒プヘダへ一一

櫻揮と航母阿蘇の賓験

戦時中国内の率識経駁者多数を集
めて大規模にやった陸軍の研究に桜
騨というものがあった。‘なんでもド
イツで戦車攻撃用に発明されたもの
を，上」ラーざから贈られて日本の研
究が始まったものと聞いて居る。難
かしい事は何も知らないが簡単にい
うと，お椀の織な形のものの〔その
お椀の形状や材質等が難かしいので
あろう〕底に火薬を仕かけて置き，
この火薬を博発させると，火柱が鋭
い火煎となって前方に飛び，甲鉄を
何の苦もなく質徹するのである。陸
軍が亀ケ首で装填火薬1噸の桜弾の
実験を行った際兄に行ったが，火煎
が甲鉄を貫通する威力は実に見事で
すばらしいものと大いに感心した。
またその光荘の鋭さは極めて大であ
って，見せて賛つた夜の写真による
と火焔將に天に沖する壯観であった
ろうと思えた。この時使用した標的
の鱗造はよく覚えて居らないけれど
300粍甲鉄を擬通し，更に数米へだ
てて装備した150粍程の甲鉄をも完
全に麓邇したのであって，砲弾の到
底なし得ざる成果を收めたと思えた
のである。然し標的の破損状況から
見ると如何に開放された構造物の実
験であったとはいえ，火煎の旗の方
向に対する破壊威力は大したもので

はないと観察した。即ち桜弾はたと

えて言うと槍の様なものであって，
突き処が急所でない限りさまで艦か

ら見れば恐ろしくないと感じた？

進

’

h

、

昭和5年の恐慌が来た際，海軍工

廠も縮少され首切りを6年に行った

錐者はこの時呉エ廠に居たか．ら，こ

の嫌な仕事の砿に当らざるを得なか

った。本人の顔さえよく知らない多

I
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くの人達の中から，係員とも相談せ

ず，極税裡に候補者を窪び出すにば

どうしたらよいか，希望者も少しは

あるであろうが，昭和2年の恐慌の

際希望者の大多数は既に出て居るの

で，今度は餘り之れに期待はかけら

れないし，何時に変らず頭を悩ま壷

問題であったのである。しかも鼓ら、

れる側から見れば，最も公平に真剥

にやらねば浮かばれたものではない。

この時用いた方法憾該り曲線を亨1､

いて見る事ぞあった。それは先ずア

ブジッサに年齢をとり，オーヂネー

トに鍾銀をとって，全員の氏名をこ
の表に記入すると，級面一杯に胡廊

巳

を撒いた様になる。そうすればこの

､表の右下近くにあるものは，年齢の

割食に賃金が低丸‘､という事になるか
ら,．換言すればその人達は能率が悪
ろかつたか何かの欠点で昇給が遅れ

て居たもの，即ち非能力者に近い戯
〆

首に値するものと考え得るのである

そこでその表中に，譲定された蝕首

員数を出し得る処にダイヤゴナル線

を入れると．この線の下のものは一

応鍼られの候補者と見倣して差支な

いのである。この曲線の上麿ントを｡出

したのは矢張りその当時呉に居た畑

敏男造船少佐(後に犬佐)であった。

同君は実にこういったグラフを取り

扱う上にちよいちよい面白い着想を

出す俊才であった。

処でこれが大体定まってから，種

々の条件を当て嵌めて見て修正を施

さねばならないのである。その第一

にやった事は，最近の4，5年間の

出勤表を調査すると，毎月数回欠勤

一する所謂出欠菅ならざる勤務不良者

は一目判るから，これを選び出して

先に言った表の人名の該当者にこの

意味のマークを附けたのである。之

れには単なる欠勤日数を採っては不

可ない。長し病気等で止むを得ない

場合があるからである。それから懲
戒処分を受けたもの，反則回数の多

いもの，公務負傷回数の多いもの，、

副業のあるもの，遠距離から邇勤し

て居るもの，独身または家族員数の

多いもの表彰を受けたもの等をそれ
ぞれの印をつけて鐵首候補者選定の
参考賓料とした。特殊技能者の人達

に対しては別に個人的な調査を行う

事と.した。別に残留人員が職種別に

見て不均衡を起さない様，譲め職別

に整理人員数を譲定じ置く事は勿論

である。かくて大凡の整理人員名簿

をつくり上げウミが,．､曲線の上下僅か

わ差の処に対しては,不公平蓮不運

が起こ遙穫会があるので，線の上の

もの若干を譲備員として名前を列ね
て置しfを。

かくて愈々発表の前夜係員を全繩

呼んで，この名簿を見せ忌輝のない

意見をたたかわせ，若干候補者と讓

備員との入れ替えを行い,概ね大過

なく誠首名簿をつくり上げ得たので

ある。この時の意見吐露は釜員誠に

心からの議論であって，平生無口の

ものさえ口角泡を飛ばして経に夜を

徹した程であったから，今で.もこの

出来上った名簿に対して後悔する様

な点はない。それにしても係員達が

始めて整理名簿案を見た時，よくこ

れ丈けの調査が秘かに出来たものだ

と感心して居たが，これを作るに際

しては，部員であった大薗大軸造船

大尉(維戦時大佐)一人を助手とした
だけで，全く独力でやり得たのはこ

の鼓り曲線の御蔭である。インフレ

が甚しくて技能船が無覗されて居る

時代には，この方法でうまく行くと
は思われないが，今迄の昇給傾向を

調査さえすれば，必ずしも応用が出
来ないものではなかろうと思う。

侭63潜水艦の救難と

島田海軍大將
伊63潜水耀が豊後水道で僚鱈伊61

と函突沈没したのは，昭和14年2月

の蕊であった。水深は90剣鐵;りの処

－42－

であり，潮流の張い処であるので，

との救難は始めから殆んど不可能事
と考えられたのであるが，遂に1年

後に引揚げに成功したのである。こ

の顛末は藏田雅彦君が昭和24年6月

発行の船の科学に詳しく載せてあ量
筆者が此処にこの事件を再び取り上

げたのはこの成功の蔭に，当時の呉

鎭守府司令長官島圧繁k郎大臓匪不

動の決意があったからである率ざ．述

べたい為めである。

沈没船に大廻わしをかけるには，

海底が泥砂であれば，普通潜水夫が

水のジェットで緋底に沿った海底を

ふかじFて細い導索を邇すのが先ず手

始めである。岩礁ならばワイヤを通

し得る隙を見出すと共に，邪魔にな

る部分を掻き取るのである。処で90

米も深い処，しかも潮流がはやい場

所では，こういう作業は潜水夫にと

って不可能事なのである。溌流が2

浬になると，もはや潜水夫の自由は

甚だしく拘束されて仕事になり難く

水深が大であると作業可能時間が甚

だし<･短縮するからである。

筆者が大正15年英国に居た頃,M

19号であったかﾖﾋ海に沈んだ事があ
る。その場所は水深も相当深いので

ドレーケル会祗の耐圧構造深海潜水

器〔これは日本でも朧入したが実用

には供されなかった｡)が使用された

が，北海の波は高く，潜ぐる前舷側
から釣り下げられて居る間に中の人

間が酔って仕舞い，仕事にならない

と報告されて居る中,1"l剛許り経

ったら，7騨術を遭難海上に投げて引

揚げは断念して仕舞ったのである。

伊63潜氷鰐の沈んだ同じ年の5月末

米国の潜水艦スクエアラス号がポー

ツマス軍港外で沈んだ。この場所は
，●

水深70米前後であり，潮流も烈しく

ないので，モンセン式救命鐘の取付

が簡単に出来たものと考えられを。
錐者はその当時艦政本蔀に居たが

呉に行った際島田長官に，種々の条

ー巳
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ノ昭和4,5年の頃であったか,外肪
骨潜水鱈内殻の模型を造ってタンク
内に入れ、外圧による圧壊試致を行
ったことがある。この時肋骨の鋲心

距を種々 とかえて実識が行われたが
意外な事には心距のあらい方が反っ
て，内殻板バックルに対し丈夫そう
に見えたのであった。それでこの結
果をその礎エキステンドすると銭葵
しない肋骨が一番よくバックルに対

し利くことになるのではないかと，

昼飯時の笑い話とした事があったが

これも常識とは凡そかけ離れた結果

が出た例である。ただし之れは模型
製作に当り，その内殻薄板に対じ鋲

の打ち方が妥当でなかった為め，鋲
の周囲に内応力が出て居た事から起
ったのであるかも知流ないが，これ

は見た限では判らず，ただ不思議の
結果と思われたのである。奥にある．
3,000噸テスチング･マシーンで行
なわれた種々 の大きな実域結果にも’
所謂常識とはかけ離れた成譲が出て
居るものがよくあるがこれ等も常識
というY)Qが必ずしも常識でなかっ
たことを示して居るものと思う。
隅肉潜接の形でも始めには凸形が
いかにも狸よそうに見えたので，力
がひどくかかる処には凸,．そうでも
ない処には平，力の除りかからぬ処・
には凹形と常識的に定められたが，

後に至って反覆繰り返し荷重試激が
行われてから，一番丈夫そうな凸が

反って弱く凹の抵抗力が最も握いと
判り，それに対する理窟も綿~即の行
くように付けられて，今では逆の方

が常識的となった｡繰り返し荷重の
かかる物の試戯結果には常識的に考

えることと異なる場合が多いようで

ある。画合溶接の処に補迩ピースを

更に溶接すると如何にも見た眼には

狸よそうに見えるので，今でも公式

磯関でこの補湿を推堂する処のある

のは所謂常識の非常識が矢張り判ら

ないためであろう。

直ちに増すことが物を言うと考えら
れるため，思い切って斯くの如き手.、
段を講じて居りますと申し上げて置
いた。処が出来上ってがら速力試験
を行って見たら,何と湧いた事には，
新造の晦の成読に較べて殆んどその、
速力に差が無かったのである。差が
無かったというより寧ろ少し許り良
かつたと言ってよい程なのであった｡､
宮様もこういう被害は今後も多いで
あろうから，溌め斯くの如き艦首部
を簡単に造って置いて，損傷鱈が来
たら直ちに艦首を取り換えるように
しては如何と笑いながら言われた程
であった。

さて振り返って見るに，水槽試験
で抵抗の少ないよいフォームと思わ
れるものが出されて実握に採用され
るのであるから，試験拮果を鵜呑み
にしそれを常識と心得て居る吾々 に
は夢にもこんな成績が出ようとは想
像し得られなかったのである。処で
高速鱈のフォームは水槽試験で常識
的によいとされた型のものを’少し
宛変化させて次第次第に進化して来
たものと考えられるが’なる程その
系統では抵抗の少ない最上の型であ
ったかも知れな:､けれども決して唯
一のものでなく，この巖に高速なも
のになって来ると，思い切って違っ
た別系統の型のものを検討すれば，
それからもよいフォームが或は現わ
れたのではあるまいかと今では思わ
れるのである。結局常識どいう極倦
のもとに，一つの事柄に凝り固まっ
て居たのではないかと思う。バルパ
ス。バウが考え出された当時’これ
は禰識外れのものであごつたであろう。
今では高速内火艇の型に対し誰も不
思識こ思わないが，、それが発達し始
めた頃には，これ等の型ま所謂常識
の外であったのである。案外常識と
心得て居る事は無智のためであって，
常識と思う方が非常識なのかも知れ
ない蕊がよくあるようだ。

、-－－－43．－－

件を考えるに伊63港の救難は到底不

可能の事と思えるし，それに多額の

費用も要するので，英国の例を挙げ

たりしてその断念方を恋葱したので

あった。其の時長官は，万々 一の事
があっても必らず骨は拾って変える

という事は潜水艦乗員の士気に関係
する事大であるから，如何に斐用が
かかろうともエ夫を凝らして是非共
この救難をものにして渡い度しと言一
われて，その決意の固い事を示され
たもぞんな事で止める事ともならず
そうこうする!･i劃に，殆んど偶然のチ
ャンスと言おうか，掃海法で大廻わ
し用の導索を緩の前部にひっかけ得
たので，漸やく成功の端緒を掴み得
たのである。しかしこの掃海法は種
と々工夫されたも･のであったとはい
え，何処の深海にも応用出来るもの
とは考えられない。

撒昭和15年引揚完了した時，島田
長官は現場に行.〉､れた°筆者も繼攻
本部を代表して飛んで行ったが，･覗
杯を挙げて眺島節雄少將〔後に中將〕
以下救難録員の労を諭らわれた際，

誰者ば匙を投げて居たのであるけれ

ども，長官の不動刀決意が実に今日

前例のない深海救難の成功をものに

したのであると，長官を称えたので

あった。

｡

一

刃

、

’常識とかけ

離れた事

昭和18年，戦で艘首部を失った駆

逐艦を大急ぎ1週間で復旧し，直ち

に戦線に途らねばならなかった時の

こと，もとの難ｳ､しぃラインス邇り
になおす事は時間的に困難であった
ので,ステムも直線型にし,外板も殆
んど直線型にして工事を急いたので
あった。工事の最中高掻宮が見えら
れたので修理完成の挙句は恐らく1
節ばかり速力が減るでしょう，しか
し今は僅か許りの速力の減退を問題
とする時ではなく，動ける綴り数を

’ ヱ
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ドの端艇鈎仕檬害
手用推進装置）

用品規格一一

品 政雄、’
47TgradeWCA及びWCBの規格に適合する。

(d)鋳鉄は使用出来ない。

･(e)特殊材料を使用する場合は，誓約書を出して特

別な許可を要す。

“〕軸承端艇鈎の軸承は非鉄金属製のﾛー ﾗーかポ、’
一ルペアリングである。

軸承はその位置に止めて置く巖に確実な方法を講じ且
つ潤滑方法を講ずる。

製造所は潤滑に関する図表とこれに関する注意書を各
／端艇鈎に軍つける。
（5）防衞端艇均の動く部分に適当な阪術物を設ける。

〔6〕溶接．溶接にはコーストガード,A.B.S又は海

軍の証明した港接工を用い，且つ使用溶接棒は承認を得

た型式のものでなければならない。

‘4端艇鈎力量．．’
詳細な計算護に依って最大彊力に対する安全係数が6

一以上であることを立証した上で其の端艇鈎のWorking
r』

1oaaについて承認を受ける。

コーストガー

（附救命艇の

－米国船

水

1材料の規格
材料についてばその端艇鈎の製造当時有効である次の

規格が適用される｡6OA.S.T.M.規格○橋梁建築用塗
材規格○一殻用鋳鋼規格○高温に於けるFusion
Welding用の鋳鋼規格。

2－Ⅲ般計薑’

CZ)Mechanicaldavitは人力を用い歯車装置その他
によって振り出し出来る様に設計されたものでなければ
ならない。Radial型はMechanicaldavitとしては認
めない。

〔2〕重力型の端艇鈎は人力，電力，気力その他の動力
を用しくずに振出しの出来るものでなくてはならない。
（3）以上2つの型式以外の端艇鈎については特別の許
可を要す。

〔4〕端挺鈎はこれを振り出す為に吊索を張ったり，ゆ
るめたりする必要のない巖に設計されねばならない。
（5）計算や試験に用いるjの目方は1人当り165封度
とする。

“〕この仕艤書と異るものは，特別の許可を要す。

．3端艇鈎構造

（1）端艇鈎は本紹が15．傾斜している時に満載狭態一

の救命艇を安全に卸すことの出来るに充分な彊力を持
つ。Workingloadに対する安全率は材料の最大握力に
対して6以上である。

〔2〕振り出し<a)Mechanicaldavitは本給が15．
傾斜している時に救命艇に人以外のものを全部搭載して
これをFullixiboardから碗lloutboardに振り出し
且つ卸じ得る｡、
<b)動力型端艇鈎は本般が15。傾斜している時に救
命艇に人以外のものを全部搭載してこれをFullinboard
から耐ﾕlloutboardに振り出,し且卸すことが出来るも
ので，この作動はLifeboatwinchのブレークをゆる

一

めるだけで行われる。

“〕材料(a)使用鋼材は平炉又は電気炉で作られ
たものでA.S.T､M.A-7-46の規格に適合する。
(b)FusionWeidingに使用しない鋳鋼はASTM
A-27-46TGradeU-60-3060-3065-3065-35
70－36の規格に適合する。

〔のFusionWeldingをなす鋳鋼はAST,MA216-

季

5試験検査

（1）材料試霊．

(a)端艇鈎のアーム及びフレームが鋳鋼製の場合は

､鋳鋼製造所は其の材料が前記の規格に基いて作製された

ことについて誓約番を検査官に提出する。

検査官は其の上で製品に所定の刻印をす尋。

(b)端艇鉤に使用する鋼材の製造所は其の鋼材が前
記の規格に基いて作製されたことについて誓約書を検査
官に提出する。

（2）型式承認のためのエ場検査(Mechanicaldavill
に対する検査）〆

(a)端艇麹が完成した場合は検査官笠会の上で其の
彊力及び作動について次の濠なエ場試験を行う。

(b)Workingloadの2.2倍の荷重をかけて本船に

於けると同穰な方法で端艇鈎をFullinboardからFull

outboardに振り出す。其の上でldadを垂直位置から
前後方向に5o振ってみる。この試験の結果永久歪が残

ってはなら恋い。

（のWorkingloadの半分の荷重をかけ把手を用い

て端艇鈎をFuilinboardからFulloutboardに振り出

』
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'一魅:蕊鰯嚇･駕雛騨繍嫌
｜る場合についても行う．(d)WorMngldadの1．1倍の荷重をかけてFull
outboardからFUllinboardの状態に戻す。
これに依って格網の場合の張力を試す。
（3）型式承認のためのエ場揮査C重力型端艇鈎に対す
る掩査〕

(a).端艇鈎が完成した場含アーム，フレーム，ト
ラック其の他を完噸し且つ之に適当するウインチ及滑車
類も備えた上で次の綴な方法に依って握力及び作動の試

’

験.を行う。
:tb)Workingloadの1.1倍の荷重をかけてFull
in6oardからFulloutboardの状態に振り出す。
この試験の結果永久歪が残ってはならない。
、（のFulloutboardの位置に於てWorkingloardの
2．2倍の荷重をかけloadを垂直位置から前後方向に5．F1

振ってみる。
この試験の結果各部に永久歪が残ってはなら噂い°
(d)本船が15．左舷及び右舷に傾斜している場合
Workingloadの半分の荷重をかけてFu.1inboardか
らFulloutboardl振り出し試験をなす。
この試験ではウインチのブレーキを緩めるだけで自動
的に作動が始められ，作動の途中で何処でも止めること
が出来，又どの位圃にても作動が始められることを試す。
（4）型式承認を受けた後のェ場樟査

型式承認を受けた後にそれと同様なものを作る場合は
次の試験を行う。

端艇鈎を船外一杯に振り出して置いてWorkingの2.2

倍の荷重をかけ荷重の垂直位綴から前後方向に約5．振
ってみる。

この試験で永久歪が残ってはならない。

′但し見込みに依って前後に振る試験は省略其来る。

（附）救命艇の手用推進装置仕様書
E

1－般計壷

（1）手用推進装置は丈夫に構造され，且右効に利用出
来る如く救命艇に取りつける。

普通の天候伏態で救命艇が卸された場合本船の総側}こ
於て直に使用出来，又この装湿は素人でも使用可能のも
のであり，救命艇が浸水した場合でも充分使用に耐える
ものでなければならない。叉救命艇が満載された時にも
有効に使用出来る。

『2）救命艇の定員が6q人以上の場合はモーター。ラ
一

0

I

＝

勺

～

一

一＝－ストガード仕嬢書一
J

イフポート以外は凡て手用操舵装置を備えねばならなしも
､淀鄙:59心下の場合にも手思操舵装置を備えても、
良い。

2構発進訊弓

（1）推進軸が回転しない濠に結びつけて置いて手働～
推進装置のハシドルに各200封度の力をかけて引いた場
合,ギヤー,推進軸,ハンドルその他の各部に何等の永一
久歪等が残らないだげの濃さを持たす｡．
（2）手動推進装置の露出部は不鋳材料を使用する。
ギヤーにば囲いをなし且つoilbathの中で作動する操
にする。又この油は低温で堅くなるものであってはなら
ない。ねぢ，ナット，ボルト，ピン，鍵等は適当なlosk，
washers,･cottorpins等でゆるまぬ様設計する。

（3）手働推進装置にはクラッチを軍つける。このク
ラッチは前進,停止;後退の利くものであって,各位置
をレバーに明瞭に記して置く。＄

3試雛検査

．〔1.）型式承認をする場合のエ場検査
(a)製造の途中に於て各部の配蔽及使用材料が承認さ
れた図面の通であるかどうか，又工事が良好かどうかを、
検査する。、
(b)救命艇に定員が全部乗った場合この装置を操作す
るのに場所に充分の譲鰭がなければならない。
(c)推進軸を回転しない様}こ結び，タラツチを前進の
位置にして各ハンドルの位置に1人宛配置する。これら
の人がカー杯ハンドルの端を引く場合各部に永久歪が残 、

ってはならない。クラッチを後進の位置にして同様の試
験をする。
(d)救命艇を満載状態にして装置の作動状況を試験す
る｡､各ハンドルにユ人宛配置し普通の力で操作する場合
救命艇の速力は1,000沢以上のコースで3節以上を保つ。
(eDハンドルに配置されている以外の定員を移動させ
推進器の一部を永線上に出した場合の推進能力を試験す
る。この場合普通の力で操作して1,000沢以上のコース
で3節以上を保つ，又前進から後進に切換試験をする，
この場合切換して時間を要してはならない。
(f)普通の天候で操作する場合満載の時も又室船の時
も救命艇はコースを保たねばならない。
(9)以上の各試験の後，全装置を分解現状検査を行う。
（2）型式承認後の試蕊
型式承認を受けた後，これと同じに型式のものについ
ては試験は救命艇の製造工場に於て前進，停止，後進の
操作をなし，その据付状態の検査を或る・承認された図
面仕様識と同一であるかを検査する。
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カスタァビ室の基礎熱力學
（その’2）．
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’5カヱターどン装置の奎熱效騒，效奉

比，出力および燃料消費拳

ガスターピン自体の働き，圧縮磯の作用および燃蕊室

における燃澆の何れもが完全なものではないから，ター
ビンの理論仕事Wtに対して実際に得られるであろう
仕事ば減少してLtになり，圧縮においてはWbに対し
実際涯要する仕事はLbに増大する。また燃澆室で低発

熱量H1kcal/lfgの燃料を噴燃する場合に，燃焼の不完

全に原因して有効な供給熱量Q,になる分はH1よりも

少くなる。ここで一

Lt/Wt=Wet,Wb/Lb=Web,Q,/H1="C...(7)

とおき，それぞれをター.ピン，圧縮磯の効率比または熱
力学的効率および燃焼効率と称する。

この場合ガス･タービン装置において得られる正味仕

事Lは

L=Lt-Lb...:.…｡…......….….…:rs)

（8）式で与えられることは云うまでもない。
いまタービン装置の釜熱効率を，7で表し，上のW～L

‘-籍=證芳

＝通{ｴー(÷)苧｝/繭み-(:)早｝
＝竺＝典丁……….......….…....(11＞

である。〔'0)および_(11)式より万全は非度くゆおよび
丁の如何で影響されることがわかる。いまT=2～Sに

亘って中＝2～6に対するとを(11)式で求めると第1

表のようになる。

第1表T=2～8，中＝2～6に対する噂の値●
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を何れも燃料11g当りの仕事量を表すものとすれば,(10)式で7Jeが求まれば，叩は(9)式から決定され

りは(9)式で求められる。るので，低発熱澄HIIMcal/gの燃料を毎秒1kgずつ

"_&=(etwt_*)/(¥)噴燃するｶｽーﾀービﾝ装鋤蘂際剛力(HP)}j:
(HP)=WH1"=5｡7H'"馬力)-………(12)

="c(,'"w'~鶚)/Q""…………(9)になり,またｴHPh当り栃燃料潤鍛ShkgﾉHPh
そこで装置全体の効率比"eは,Wb/Wt=噂とおけは,1HPhを熱量に直すと632kcalであるから
iX,Braytonサイクルの室気漂準効率可Bairを対象とSh=632/(H17I)..･･．．………･･･…･･･････(13)
して，〔'0)式で求められる｡．．、で求められる。

例えばH=10,000kcal/kg,叩ごt=82%,77eb==85
”｡=惹誌=".(""w[_W:)/(w-w.) %,,j=98%･Cこの値は大に過ぎるが，燃鰐ま殆ど充

＝卿．(耐"一念)/α-‘)………",諒噌駕蟻好鴬蛎縦鯛幾
ところでめてみると第2表の結果が得られる。

第2表H=10,000kcal/kg,'7:t=82%,"eb=85%,〃』=98%にとった場合の燃斗1.kg/Sの
噴燃に対するヵ%,(HP)およびShgrHPhの算定値，
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Sh '三
第（8）～('1〕図に第2表の計算値を示してある。 １
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〔第8図〕と同様の関係
その2

第9図

Ｉ

P

H1=10,000kcal/:g,,7et=82%,
"eb=85%,'7e=98%なる場合のガス･
タービン装置の全熱効率およひ燃料の噴
入蚤1kg/sに対する正味出力

第8図

勤〃＃月盈

H1=10,000kcal/kg,,7et=82%,
'7eb=85%,,7e=98%なる場合にお
けるガス。タービン装置の燃料消鍵率

第10図

I

しかして既述のようにより･して鮭り大きくとれない，凡その見当は？＝3～5
ガス・タービンにおける位までである。従って現在の状況では丁＝3～4，中＝3
最高温度t恩｡Cは使用材～5の範囲内について.”とか(h等を考えるべきであ
料に関係より制限付けちると思われる。かく考えるならば，第（2）表より明かな
れ，許し温度は650。～如く,T=3,,:=4においてw＝17.55％でSh=360

750｡Cまでであるから,gr"Phになり,'r=5,*=6に上げてさえ刀=27.6
丁を無暗に大きく見込む%,Sh~=2299r/HPhという梢けない状態でう高圧高
わけには行かない。．温の蒸汽を用いる蒸汽原動膜と競走するさえ難しく，到

詮ヨ
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ノ ごぶイヶ.6
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’

tl=20･にとって底ジーゼル磯関に熱効率的には比肩することの出来ない

〔第'0図〕と伺像の関係･f=T8/T,に対するta｡Cことがわかる。これが最初にガス。タービンの熱効率は
第11図 を求めてみると，次のよそんなに優秀なものではないと云った所以である。

うになる。そこでBraytonサイクルに準拠する単純なガス・夕

T=233.253｡5456810ーピシに工夫を凝らして，一層経済的なも庇にしようと
t3oc=3129076807528981,1911,4972,0672,657努力するのは当然であって，現在のと.ころ次のような手

段が考えられている。

また？の値はガス。タービンでは洗勤圧熊を行うこ
とと，少の増大につれて噂=Wb/Wtの増大すること
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6ガヱ・ター芦ン装置の熱效蕊改善の

狙いと一般的な尹・ｲクル（其の1〕
ガスグタービン装置の熱効率改善の狙いを挙げると
(a),室気圧縮を2段にし中間冷却を行ってWbを
減らすこと，

(b),タービンを高圧と低圧シリンダとに分け，高圧
部で圧縮磯の運転を負担させ，低圧部に正味の負荷を持
たせるように牡組み,両シリンダの途中で再度ガｽ甲へ
燃料を噴入して再燃焼させ,-低圧シリンダにおいて作用
するガスの称温度を上ぽTを高あると同時に出力を増
張し，また亥に述べる拶寓損失の再生と相俟って熱効率
の改善を計るもの，。

(c),低圧シリンダよりの排気損失を圧維磯より燃僥
室へ邊入する室気に再生して，その温度を上げ燃澆室に
おいてガス温度を許し温度に高むるに要する燃料消賛を'

節約して，根本的にサイクル熱効率の改善を行うもの，
(a),燃焼ガｽ中ﾊ適当量の清水を噴射し,そα蒸発
熱によってガス温度を低下すると同時にガス中に発生す
る過熱蒸汽とガスとの混合気をタービンで働かすように
して，燃焼室へ遥る遥剰室気を減らし圧縮磯の負担を軽
減して熱効率を改善すること等である。

上の(a)～(d)の．うち(d)は別個に取扱わねばならな
いのでこ,れを論外におき,(a),(b)および(c)を一切考
えに入れてのガス。~タービン装置の成立ちおよびその作
用をガス,ご温度｡エン,､口禽なわちT・S線図にして
示すと夫々 第(12)および(13)図のようになる。

の排気であるがT2のだめには生ガスであるガスをT]

と喝との途中において再熱するための再燃室であっ
て,GおよびSは夫々 正味負荷および起動用の電動磯で

／

ある。

このガス・タービンの作用をサイクル論的に第('3〕図

について調べるに，凪2はBIにおける断熱上昇,23は

Kでの等圧冷却，34はB2で行われる断熱上昇，“1まガ

スの等圧受熱であるが，そのうち理想的にはRにおける
排気損失の再生によって45..は賄われるから,C]にお

いての受熱は5．，6になる。67はT1においてのガスの

断熱降下，78はC図での再熱,･91は等圧放熱であるが，
そのうち理想的にはTgよりの排気損失,9,10．はR

においてガスに45．のように再生するから，真の放熱

は'0｡,’になる。しかし実際には再生器Rで?排気～
ガス間の熱交換は理想的に行かないために5．は5に下

り10.は10に上って来るから，理想的の場合に比べてc】

における受熱は56に増え。大気への放熱は10,1に増

大する｡第('2)図の1，2，3，……は第〔'3)図における

主要点のガス状態を示す1，2，3，……に合わせてある。

改善手段の(a),(b)および(c)のすべてを考えに入れ

た一般的なサイクルの熱効率式を第(13〕図について立て

るに，いま中,,中gおよび‘で夫々 断熱圧縮12,34"
よび全体の圧縮圧力比を表すならば

γ－1γ－1

T2=TIW',Y,Th=TsJ'2γ…･…………(14)
、

ここで中間冷却の度合いを脾Tgとすれば
･ZZ｡

Ts="Tg=9),γ脾T1･………..…(15)

γ－1γ－1

よってT4＝(ゅ,｡g）γ脾T1==申γ脾T1．．……....(16)

第1次燃焼後の温度T6はガスの許し温度までである

から，温度比をTとすれば

T6=TT,……..….…(17)

高圧ﾀー ﾝの出力が圧縮磯の運転に要する動力の，
倍〔一般にはP.=1･0にとるのが普通の設計〕とすれ

ば，6～7間のガスの断熱降下i6-i7=入，は’～2およ

び3～4間の断熱上昇の和(i風一i,/+(i4-is)のP倍で
なければならない。式示すると

入L=P{(i2-i,)+(i』←i3)}

いまのサイクル論的な考え方では
〃

、入1=CP(T6-T7)=PCp{(T2-T,)+(蝿一TS)}.
〆

になる。’

この式へ(1の，（15)，〔16)および〔17)式を入れて

.TO－⑪7==』TT1－T7

γ－1γ－1γ－1

＝PTl{(中,γ－1)+パ中γ一中,v.)}
グ

ー

、

I

1

0

Ｉ

L､.....‐-..-_‘,...._.__」

圧縮の中間冷を行う再熱・
再生ガス・タービンの成立ち
第12図

~－

第〔12)図において,B1お’よ
rKB2は夫々 圧縮機の低圧およ
び高圧シシリンダで,Kは中間
冷却器,T1およびT2は夫々 高
圧および低圧タービン,.RはT1
よりの排気損失をB2伍遥り出
す圧縮空気に再生させるための
再生器C,はT,において作用
させる燃焼ガスを得るためα燃
焼室)C国はTIよりすればそれ

丁

、

C －
一

母

〔第12図)の作用を示す
T.S線図第13図
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．_=1=.iT(1=4')+､ﾕﾆﾕ．γ－1厘='皇苦='一"γo－'')+･厳/｡y)-1『-と.早"＋‘γ(<-,〕
．･･･…･…･……･･･α5〕、

ただし(25）式における．:ぴは“
‐.ー‐．γ－1γ－1γ一r，

－綴には”雫1－号(〔･両-')+"("-｡i¥))
であって，再燃僥しない場合に限って

．γ－1

6＝〔1/中）γ である。

（25〕式によって基本的な種々 のサイ.クルの熱効率は，

この式の特殊な場合として求めることが出来る。結論的
甦

に云えば

(a),中間冷却をやらない場合の条件は牌=1-
･y-1

(b),再燃澆をしない場合にはく=1,,6=(1/｡)y

(c),理想的な排気損失の再生を行う場合の条件は
3γ－1

＆＝御中2γ'6＝1/E，．

(d),排気損失の再生を計ら､ない場合を=1,6=1

(e),最も合理的な中間冷却の行われる場合，すなわ

ち一定の中に対LてWIjを最小にする場合の条件は
γ－1γ－1

中,＝●塾＝へ/下，似＝(]/中,〕γ＝(1/中)鴬2γ

(f),高圧タービンの出力で圧縮嬢の運転を負担する

再燃焼サイクルであればj=1

(9),再燃焼タービンにおいて再燃焼後のガス温度を

許し温度まで上げる場合には（＝1/6になる。（未完〕

γ－1γ－1．γ－’

よってT7=[T-P{(｡'γ－1)+"(中γ－ゅ,Y)}]T1
．γ－1γ－1

故にT7/T6=(P7/P4)7=1一旦{〔中'γ－1)7

γ－1γ－1、

＋脾(中γ一中,γ）｝・
函

γ－1γ～’γ－'＝

ここでユー具{(中,γ一1)+#(中γ－中iY)}=r
ケ

とおけば

盃7言ぴT6=ぴγT19…．．………｡.…;(18)
，γγ

またP7=ぴγ=1P4=PY-111P1･…････……･……(19)
ザ γ－1γ－1

ところでTs/T9=(P9/P,)y=(P『/P,)γであるから，
γ一l

これにロ9)式を入れるとTs/Tj=ぴ中γになりT9=IS/
γ－，、
〔‘中γ）になるが,T8をT7に騨述させて
Ts=('p7=<ぴ『T1,<≦1/ぴ…･や…･･････(20)

γ－1

に鑿ぶとT9=§ｱT]/中γ“.｡.．…･･････(21)〆
従って8～9間のガスの断熱降下入圏は

Ag=is-i9=C・例,-(ff､}T:になる｡，
排気損失の再生が理想通りに行われるならば’ガスの
利用可能な温度降下≦(T9-T4)と室気サイク論的には
作業物であるガスの温度上昇度(T6-TIO)とは相等し
くなるが，ここでは一般的な場合としてT5およびT10
を夫々T&およびT9に関係を持たせて

γ－1

T扇=鉦‘=勤莞T,,V,0=6T9=6<TT,(,ッ

~

､

’

－－■一一一一■qh＝~両.一J■勺■。－

'．

篭 和‘辻春樹著一

珂筆船第一

｜
’

iで表すと，この場合のT9'~ﾉr4に対する排気損失の再生
率あるいは再生器の効率中は

。-謡:-雌')/{7篝立-略)……("〕
■一

このサイクルを邇じての熱没供給Q1は56と78IW
lこおける定圧加熱の和であって、，
｡｣=Cp{(T0_T5)+(T8-T7)}､、

Zニユ．

､=ch{("-6中γ脾)+"T(〈－1)}T,i…･…｡･(23)

また放熱鐙Qgはユ0,1と23との間における定圧放
熱量の和に等しく

Q2=Cp{(T,0-TM-(T2-T3)}

-c･(､-I)榊岸｡-"))T:"…“穿少

になる。故にいま考えている一般的サイクルの熱効率E
は(23)および(24)式より

随

随
｢●－

B6上製本240頁。¥200．〒18

、◇一にも船・二にも船海逗國日本◇
斯界の権威者である著者が長年の研究と経験よ
り造船を中心とせる船の生態を得意の文才によ
りユ喜一モア°皮肉だっぶりと面白おかしく麗筆

自
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欧米に鮭ける造船所施設に.ついて〆

(第7回舟捌工業關係歸朝講演会に於ける荒木晃氏講演の概要）や
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〆

に達するものがある。自動溶接機

はユニオンメル1･とフューズァー

クを使用しているがフューズァー

クの方がポピューラーである。

手溶接の電源ほA.C.が大部分

である。

〔2〕スエーデンの造総所は二度の

大戦の思恵をこうむったわけで大

部分の造船所が近代化され，近代

化しつつある。数年を出ずしてす

べての船造所が世界で最も近代化

した造船所になると信ずる。

造船所の規摸から云って，我国

のそれによく似て居り，我々の参

考になる点が非常に多い｡職採
用に関しては，極めて進歩的であ

って,L1'､yd本部からBrakeを

かけられている状態である。工場

の配置,船台すずてのcrane厚
生施設等戦争中から今日までに殆

ど更新されて居り，方針としては

船台の数を減らして組立場を拡げ

舷側CraneのCapacityは最大

40Toi,が吊れる擬になって居り，

Prefabricationを増して，船台

期間の短縮を計っているのであろ

う。この傾向は全造船界の一致し

．た傾向である。自動溶接はm1s

Arcが最も多く次がunionmelt

である。スエーデシの気候も英国
のそれに似て居り溶接に関しては

同巖のことが云えるのである。造

船施設に関する限り，米国に於け

る戦争中のMassproductionを

例外.とするならば，我が国が学ぶ

べき所は，スエーデンなりと云っ

ても過言ではないであろう。スエ

ーデンの造船経営者は如何に理想

今的な造船所にするかを苦心してい
るかに見えるものである。

元来スエーデン造船所は，米，

英，独より最も能率のよい磯城を

織入して，そうして世界で最も完

備した磯械化した造艘所にする心
算なのである｡

大きな造船所にはcorrugated
bulkhead用のfoldingpress

を有し，2，3の造艦所はrongr

shearを持って居り，叉ある所は

最新式の写真罫雷の採用を企て畠
、いる。（本誌VOL4No2参照〕一致

した傾向としては船台上に何れも
gantrycraneを有しないことで

ある。すべてruffing叉はjibc
raneである。

（3）デンマークの造船所が旧式で
あるのは意外である。然し中には

大きな溶接磯を持ち，大規模なp
-refabricationをやっているが鰯

械類は古いのが多く我が国のそれ
に比べて大差はないと思われる。

然し何れの造船所でも近代化の計

”摘要

〔1〕英国の造紹所は他の何れの造

船国よりも除々に而も堅実に溶接

を造船に採用して，行ったと云わ

れているが，商船への溶接磯は，

1942年から1944年の間に3倍にな

ったのであって，戦争中に鋲が溶

接に置き換えられ，而も女溶接工
が大きな割合を示したと云われて

いる。之が為に英国造船所では，

地上組立場を如何にしイ拡げるか
CraneのCapaCityを如何にし

て増すかに腐心した。

而も英国の気候では大きな溶接
工場か叉は移動屋根の溶接工場が
絶対に必要なのである。英国造船
所の中にはspaceの問題が重要
な課題になったが，ある者は既に

配置換えが行われ，他は現在配置
換えをやりつづある。

、従って船台の数を減らし，労力

を少い船台へ集中することは工数

節減と組立場叉は半成品置物の拡

張と云う一石二鳥の結果になった
のである。へ

舷側のCraneは最大40T'n

に達している。瓦斯切断器と薇速

のedgeplanerが溶接開先を作

るのに大巾に採用されている。

edgeplanerは最高400mm/sec

｜
’

’
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１
１
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１
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画はあるが黄金の関係で進捗しなっても何と云っても高賃金であつ
いのである。て，英，瑞，丁の3倍，独の5倍
国の習慣であろうと思われるが我が国の10倍である。
舷側craneはgirderの上を走之では,､能率がこれ等の比率を
るtowercraneを好んで使用しcoverじなければ平時では他国よ
てぃる。り安い諾を造ることが困難である
（5）独迩の造船所ほ戦後漸く立ち‐造詣の溌械化は他の産業より困難品

上った所で何れも溌能が充分回復であると思う。之が現在米国に新
ゆしていないし戦後新しく配置した造給のなし理由の一つである。然
磯賊もないし，戦時中のものを使し工場の管理方法，組織等につい，
用しているわけである。然し我々 ては学ぶぺき所が多い。
の目には色々の教訓がうつるので〃、

ある。殊に造船用磯械のmaker 造船施設

は大部分戦災をこおむり，或は完～〔’）工場配置．
全に破壊さ'れ，或は半ばつぶされ地理的条件に支配されることが多／

ていたのが皆活動しはじめて，こいが，主旨は材料の流れが順調にな
~

れから新溌軸を出そうとしているる様に，出来れば直線にすることが，
意気がうか蟹われるのである。造理想である。木別すれば次の2つの
船用施設として侭特異のgantry型式力理想的なものである。
Craneがある。〔後述硲台Crane

の形式参照)｡繩な澱として｜‘1は写真罫書法がある。

11E]l{同自動溶接濃としてはyfusarCp
unionmeltを品使用じている。

c､..…磯城エ場と溶接工場
d･･....製品置場

－

第1図左図に

近い所はDe-

I
Iitgchewe-f

rftであり，農
に近い所は

Eriksber-

｜
gSである。樹
艤装岸壁習
は第2図の

様な配厩を

理想とする。

この配置

’
1

、

半に支麗されることが多に近いｴ場はDeutscheWerft
ま材料の流れが順調になとOeresundsvarvetであ,る。即
悟れば直線にすることが，ち艤装工場からの運搬距離の短い
太別すれば次の2つのこと，及び岸壁のスペースがゆつ
りなものである。たりしている旱とが必要である。

DeUtschewerftでは岸壁の長さ

,が70唖で4隻づつ計8隻位の艘

IIEll<鞭蝋細“

IIIE“
a…･･･鋸台 (b)積々規模の大きなもの(Li-

b…..､材料置場ndholmen3は船台側にこれを持
刃っている〕（第3図下〕

前者の方がpopularである。
独迩の鉄瀧品を製作している工

場馬で;Umonmeltを使用して
いる状況を見ることが出来た。こ
の工場ではこの他Elinprocess

と云うsemi-automaticのweld

ingも実用化している。

（5）米国の造船所は何れも新造船
を殆ど作っていない。
／

英国，スエーデン，デンマーク

ドイツの造船所が忙'しいのと良い
対照である。

米国の造船所は何れ＄その規漠
が有事の際はいつでも数倍に拡張
できるspaceを持っていて，狭い
国々のそれとは趣を異にしてい
る。

除り広く見ていないので当を得

ていないのかも知れないが，米国
の造船はmassprodUcti.onには
非常な俸力を発揮する。

．成程高能率の磯城はあるにはあ
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(c)大規模のもの(Eriksbergg

やB&Wはこれを持ってv､る）

枠に入れて立て掻あるので，立っ

た姿勢で見ることが出来る。mo

uldloftに

於ける図面

も同様であ
‐＝ー七●－
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台下の利用

新しい遥儂一ﾆｰｮ｡〃一弐I′so〃新しい遥
第4図．船所には小さな小舍が全然ない。

組立定盤はCast･ironの定盤Shopを有しないtrade例えぱ
を使用している所は稀であって,Plater,R.D.C.Shipwright,

何れもsectionのfabricationErectionman等の更衣室，洗面

であって，高さは一般に低い。上所，便所，溶室，食堂は全部船台

にplateが張ってあるところは少下に細っている。この他工具倉庫

<，使用上からも高さは低い方が 溶接電線，変圧器室，及びFor-

良い。manの事務所がこ島にあ

第8図

図の如く各wirertpeの端にCr
aneの運転室が各々付いていて，相

吊りが非常に簡単に出来，下は一面
Q一歩

の船台であると考えて差支えなく，

中々便利な考案であると思う。米国
のgantrycraneは普通の形式の

ものであるが,capacityが大きく

40,-､J60T位が普通である。

(b)その他のcrane

紅､owerCrane,Iibcrane,Ruffi-
●

d

ngCrane等があるが，溶接鱗造
が多くなって,fabricatedsection

の重量が次第に増して来た結果ru・

ffingが最も有利である。但しrail
gaugeの点からは，同じcapacity
でTowerとRuffingでは1:2位

る。船台下のみならず舷側

Craneの下も亦現場詰所に

利用している。この中の照

明は勿論Fluorescentla-

で明るく非常に清潔で，中は

f一万D~""-.t

第5図

（3）板金工場と溶接五場Q配壷
第5図のC1〕の方が（2）､よ

りも良いと思われるが，地理的に

（2）を採用している所もある。

〔例えばFinboda)板金工場と
溶接工場の配置は，この図が定石
の厳であって，新設の造船所は何
れもこの形式を採用している。

~

mp-C鯛つくヲ}三Y薇にY盲津~ご'平は

船台の下と云う感じが全くない。

米国の如く広い造船所でもこの船

台の下は中々よく使われている。 －

になる

。自重

は大体

同じで

あるが
第7図

〔6〕船塞Craneの形式

2種に大別して検討してみること
〃

にする。

(a)Gantrycrane

ドイツのDeutscheWerftの

gantryに非常に嶋撰なものがあっ

た．即ち第8図の如く船台の後に大
きなgirderworkがあり，この間
を5～61nの間隔で，特殊なwire

rOpeがか為っていて,このwire

ropeにcraneが走っている。これ

は30年程前のDoctor-Sholzの考

案で，賓材の節約をねらったもので
initialccst,runningcost共に普

通のgantryに比し，はるかに安い

ことは事実である。

Ruffingが使用される傾向が多い。
capacityとしては最少20T最大“

T位になっている。

嶌眞マーキングと

サブ‘マリンガンについて

ドイツのStuelkenWerkeでこ

れが実際に使用されているのを見学・
した。先ず設計室の隣が現図場にな
っている。現図場は普通の現図場の・

様に大きくない。現図は紙の上にな
され，スケールは船の大きさによ
って1/5～]/10のスケールが使用
される。紙の上で展開をやり，板ど
りを行い，カツテイ.ングまで全部入
れたものを作る。即ち工材の一枚一

｜
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第6図，

(4)MouldloftとPlateshop

一般にplatesho画め階上が

Mouldloftになって居り，型定

規をeleVatorで下の罫番場に降

すことが出来，かついで歩く必要

がない様に考慮されている。

markingは全部2'-6'/位の台上

で楽な姿勢で作業が出来，図面は
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枚について現図が紙の上で出来るわ

けである。これを写真に攝って1/SO

のスーケルの手札型の種板をつくる

これ･を80倍に拡大映写するのであ

るが，現図場はやはり必要でマーキ

ングアップ，及び縮少されたスケー

ルでfairingが行われる。設計と

Markingとの逵絡が非常に良くな

って，完全なコントロールが出来る

ことが最大'一利点であると思われ

る。Mさr]Lingspeed.は普通の方法

の4倍と云わtLる。又今一つの利点
は，この方法に依って作った船が，

darnageを起した場合，修繕が引常
に迂遠に出来ることである．何番の
外板に孔が開いてこれを取換えねば
ならないと云う獄*吋儲が入渠する
前lこ蓋めマーキングをして，力Iエーし

ておくことが出来るわけである。然ら3号1/2なら4号と云う具合に，
し設計の中にマーキングの仕事が含火薬の量が加減され，スタツドが丁一一■

まれると云えるので，特殊なtrain-度，鉄板を貫いて然も鉄板の中に止
ingを必要とする｡現在この造船所、る様にするわけである｡､これはda-
では，現図工又はmarkerの中かrnageを受けた雛の沖修理に最も
ら優秀な人間をpiCkupして，約有効に使用される。戦争中は潜水鑑
4週開訓練する必要がある1と云っての救助に非常に有効であった｡この
いる。ドイツの造船所で2ケ所，ス場合はヱタツド･の頭にキャップがつ
エーデンではGoeterWerkenの造いていて，打ち塾んだ後このキヤツ

船所でこれが採用されているが，日プを外し，こ＆からスタツドを貧い
本でも近い將来各造船所の備付品とて陛内に室気を錘り，電線を装入し
なるに遼しぎない。たりして，救助に役立った例が多い
次に英国でザケマリンガンと云一と云う話である。沖修理の場合は単
われるものを見た。簡単に云うとスにスタツドをこのサプマリーンガン
タツドを鉄板に撃ち込む装置であっを用いて植付けて種々 の工作'､足場
て，ピストル型のケーズの先からスにするのであるが，非常に便利なも
タツドが火薬の爆発によって打ち出のと痛感した亥第である。
される。鉄板の厚さによって3/8な
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’ 昭和26年度新造船（第七次船）申込及決定一寶表
運輸省船舶局
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＝

一
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・’’船型

卒甲板型

遮浪甲板型

万

平甲板型
．｜

三島型’

磯械速力’
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§力燃料経済〔蕊|予見T魂”
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唾
‐
″
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〃・’4．008'21

11386

156108

〃〃
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一
一
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I
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竣 エ鵬 |船．名｜船
｢悪－国~充T照
|船主|造船所

鶏 欝
進水船と

船名船主|造船所

票蕊窯
あらびや
－－

あふりか

|進水嬢ｴ月日|種類IDJW.|

｢冤驚~|吾|鶚’ 艤要襄謄一ﾖー貢冒3顕~Ic
l石川島 一~3遡罐~｢さ‐
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東洋汽船

中村汽船|蟇|罰
3～6竣|はちじよう|海上保安庁|中重榊戸

あまくさ
－

－’

j延保安扇酉重長崎’I 3～20竣
一

那智山丸｜大洋興譜上

豫約購讃案内種跨の都合で市販は極く少歎に限ら

れますので，本誌碓保御爺望の方は直接協愈宛御申込み

下さい。バックナンバーも伽えてありますから御申込み

7ざさい。

“雛{鰯；淵…）
225訓

溌約者に限り売価75円として晴算致し溌約金切の際は御邇
知します。。

篭縁禽鯉驫織鴬船の科
禁韓載第4巻第4號(No.

發行所船舶技術協會．
東京都港麗肺布霞町19
振替口座東京70438
趣話赤坂（48）4701

巳

織騨謂踊鰡(鯉識協溺）
定慣80EI

學
如

編集兼發行人田富

印刷人秋元

東京都千代田瞳帥田刺'保町1
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、TYPE－SW-1<

SUBMER6印ARCWELDER
藍

１
１

魂

⑪底

I

ｻブﾏー ジドｱー ｸ熔接機＃

1

特殊制御回路による自動全交流賞用機完成！

’
TYPE-AC-CA-T

A.C｡CYGARCSTUDWELDER
献鋼スタツド造船デツキポルト用

黄銅ユタジド造船電氣艤装用
塒許宝交>耐ｲｸｱー ﾜ熔植機

DECKBOLT

本社及エ場大阪市東淀川座元今里北遥三丁目一四
電話豊崎2666－9

東京事務所東京都千代田瞳丸の内二の二丸ビル438
電話丸の内1962．4901

榎 秀1
几
面 韮

管業種目

血
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ソ鶏イ

職 厩 ノ

J簾
／、ｱ

浸
／

三

ノ

錨
。
＃

ｵノ

罵辱〃
=逗 酵遙

〆1

藍取締役1吐長伽

～省告畳
本祗束求都港区芝田村町4～6‘

ヤ慈話芝(43〕瀞:淵

製翠
電氣溶接機完備
－=聖へIT=
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十
六
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四
月
五
日
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昭
和
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四
月
十
日
菱
行

昭
和
二
十
三
年
十
二
月
三
日
第
三
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郵
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物
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構内荷獲淳燃

發
電
配
制

電機

動機

雷盤

御器

⑩

１
１
１

船
の
科
學

雲霞患譜蟇！
(奮帥戸製鋼所認槻部門）

鋼 電穫柿孟曹施而申
’東京・大阪・名古屋・輻岡・鹿島・秘幌…垂
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船舶用
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船
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曾

白丘製値所東京大阪名古屋耐岡仙台札幌
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